
末
子
語
類
論
文
篇
詳
注

㈲
興

膳

宏

京
都

大
学

木

津

南

子

京
都

大
草

斎

藤

希

史

奈
良女
子

大
学

91
論

胡
文
走

公
文

字字
皆
賓
'
但
奏
議
毎

件
引

春
秋
'

亦
有
無

其

事
而
遷

就
之
者
｡
大
抵
朝
廷
文
字
'
且
要
論
事
情
利
害
是
非
令
分
暁
｡

今
人
多
先
引
故
事
'
如
論
青
苗
､
只
是
東
披
兄
弟
説
得
有
精
紳
'
他

人
皆
説
従
別
庭
去
｡
徳
明
｡

胡
文
走
公
の
文
章
を
論
じ
ら
れ
て
'
｢
1
字

一
字
に
中
身
が
あ
る

が
'
奏
議
に
は
い
つ
も

『春
秋
』
を
引
い
て
､
あ
-
も
せ
ぬ
事
柄
に

こ
じ
つ
け
を
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
だ
い
た
い
朝
廷
の
文
章
は
'
ま
ず

事
柄
の
利
害
是
非
を
は
っ
き
-
わ
か
る
よ
う
に
論
じ
る
も
の
だ
｡
今

の
人
は
と
か
く
ま
ず
故
事
を
引
く
｡
た
と
え
ば
青
苗
を
論
じ
た
も
の

末
子
語
類
論
文
篇
諸
法

㈲

(輿

膳
･木
津
･
斎
藤
)

で
は
､
東
妓
兄
弟
だ
け
が
し

っ
か
-
述
べ
て
い
て
､
他
の
者
は
み
な

議
論
が
別
の
方

へ
行

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
｡｣
摩
徳
明
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

｢論
胡
文
意
公
文
字
字
皆
賓
｣
1

｢論
胡
文

定
公
文
字
皆
賓
｣

｢徳
明
｣
(記
録
著
名
)
1

｢徳
｣

(注
)

｢胡
文
走
公
｣
は
､
胡
安
国

(
1
〇
七
四
-
二

三
八
)'
字

は
康
侯
'
文
定
は
誼
｡
『春
秋
』
に
造
詣
探
-
'
『春
秋
俸
』
三
十
巻
を

著
し
た
｡
他
に

『通
鑑
翠
要
補
遺
』

一
百
巻
が
あ
る
｡
『宋
史
』
巻
四

三
五
㌧
『
宋
元
撃
案
』
巻
三
四
.
な
お

『語
類
』
は
巻

1
〇

一
｢程
子

門
人

胡
麻
侯
｣
の
項
に
､
朱
子
の
胡
安
国
に
封
す
る
許
を
集
め
る
.

ま
た
'
そ
の

『春
秋
俸
』
に
つ
い
て
は
､
巻
八
三

｢春
秋

綱
領
｣
に

詳
し
い
｡

｢遷
就
｣
は
'
無
理
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
｡
｢讃
書
法
｣
下
65
候
を

参
照
｡

蘇
拭

･
蘇
轍
と
も
に
青
苗
法
に
反
射
し
た
こ
と
は
よ
-
知
ら
れ
て
い

る
｡
蘇
株
に
は
'
｢諌
買
析
燈
状
｣
｢上
紳
宗
皇
帝
書
｣
(
『蘇
輯
文
集
』

巻
二
五
｡
後
者
は

｢再
上
皇
帝
書
｣
と
と
も
に

｢高
言
書
｣
と
も
題
さ

れ
る
が
'
他
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
疑
い
の
強
い
こ
と
'
小
川
環
樹

先
生
に
指
摘
が
あ
る
｡
『中
囲
文
明
選
2

蘇
東
城
集
』
参
照
)
な
ど

が
あ
り
'
蘇
轍
に
は

｢論
青
苗
状
｣
｢再
論
青
苗
状
｣
(
『契
城
集
』
巻

三
九
)
な
ど
が
あ
る
｡

92

胡
侍
郎
寓
言
書
'
好
令
後
生
讃
'
先
生
奮
親
幕

一
冊
｡
又
日
､
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｢上
殿
節
子
論
元

(老
)
〔
者
〕
好
'
無
逸
解
好
'
講
行
三
年
喪
節

子
極
好
｡
諸
奏
議

･
外
制
皆
好
｡｣

胡
侍
郎
の

｢寓
言
書
｣
は
､
よ
-
若
い
者
に
護
ま
せ
ら
れ
た
｡
先

生
も
昔
ご
自
分
で

1
冊
書
害
さ
れ
た
｡
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢
｢上

殿
副
子
｣
の

｢元
｣
を
論
じ
た
も
の
は
よ
い
｡
｢無
逸
解
｣
も
よ
い

L
t
｢講
行
三
年
喪
副
子
｣
も
た
い
へ
ん
よ
い
｡
諸
々
の
奏
議
や
外

制
も
み
な
よ
い
｡｣

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

本
棟
を
快
く

朝
鮮
古
活
字
本

｢論
元
老
｣
1

｢論
元
者
｣
(諾
文
は
こ
れ
に
よ

っ
た
)

(注
)

｢胡
侍
郎
｣
は
'
胡
寅

二

〇
九
八
-
一
一
五
六
)'
字
は
明

仲
'
誼
は
文
忠
､
鋸
は
致
堂
｡
胡
安
国
の
甥
で
あ
-
､
そ
の
養
子
と
な

っ
た
｡
『讃
史
管
見
』
三
十
巻
を
著
し
'
ま
た
文
集
に

『斐
然
集
』
三

十
巻
が
あ
る
｡
｢侍
郎
｣
の
補
は
穐
部
侍
郎
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
.

『宋
史
』
巻
四
三
五
㌧
『宋
元
撃
案
』
巻
四
一
｡
前
述
の

｢程
子
門
人

胡
康
侯
｣
に
胡
寅
に
つ
い
て
も
五
候
を
記
録
し
'
｢胡
致
堂
議
論
英

聾
'
人
物
偉
然
｣
な
ど
と
高
-
評
債
す
る
.

｢寓
言
書
｣
は
'
｢上
皇
帝
寓
言
書
｣
(『斐
然
集
』
巻
一
六
)｡
徽
宗

お
よ
び
欽
宗
が
全
軍
に
捕
え
ら
れ
､
宋
朝
が
南
渡
を
鎗
儀
な
-
さ
れ
た

お
り
､
高
宗
に
上
書
し
て
'
両
帝
の
奪
還
が
急
務
で
あ
り
'
い
ま
即
位

す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
説
い
た
そ
の
書
｡

｢上
殿
剤
子
｣
は
'
｢乙
卯
上
殿
副
子
｣
(『斐
然
集
』
巻

1
0
)0

｢無
逸
解
｣
は
'
｢無
逸
侍
｣
(｢斐
然
集
』
巻
二
二
)｡
｢請
行
三
年
喪

劉
子
｣
は
､
『斐
然
集
山
雀

一
一
に
見
え
る
｡

93

陳
幾
道
存
誠
粛
銘
､
某
初
得
之
'
見
其
都
是
好
義
理
堆
積
'
更

看
不
離
｡
後
子
細
諦
之
'
却
見
得
都
是
湊
合
､
輿
聖
賢
説
底
全
不
相

似
｡
其
云
､
｢又
如
月
影
散
落
帯
川
､
走
相
不
分
'
虞
鹿
骨
囲
｡｣
這

物
事
不
是
如
此
｡
若
是
如
此
'
孔
孟
却
隙
戒
著
不
以
布
施
'
是
何
心

裁
｡
乃
知
此
物
事
不
首
任
地
説
｡
昔

陳
幾
里
の

｢存
誠
斎
銘
｣
は
'
手
に
入
れ
た
と
き
に
は
､
そ
れ
が

み
な
す
ば
ら
し
い
義
理
の
積
み
重
ね
だ
と
思
い
､
そ
れ
以
上
見
抜
け

な
か
っ
た
｡
後
に
な

っ
て
よ
く
よ
く
口
に
出
し
て
い
る
う
ち
に
'
み

な
寄
せ
集
め
で
'
聖
賢
の
言

っ
た
こ
と
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
と

わ
か
っ
た
｡
そ
の
な
か
に
､
｢
(天
理
の
所
在
は
)
ち
ょ
う
ど
月
が
寓

づ
の
川
面
に
影
を
落
と
し
な
が
ら
'
そ
の
定
形
は
分
散
す
る
こ
と
な

-
'
ど
こ
で
も
ま
る
い
よ
う
な
も
の
だ
｣
と
い
っ
て
い
る
が
'
そ
う

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
｡
も
し
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
す
る
と
'
孔

子
や
孟
子
は
隠
し
て
人
に
輿
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
'
そ
ん
な
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心
で
あ
る
は
ず
が
な
い
｡
そ
れ
で
'
こ
う
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
は
い

か
ん
と
'
分
か
っ
た
の
だ
｡
貴
著
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
鉄
-

｢陳
幾
道
｣
は
､
陳
幾
里
の
譲
り
'
す
な
わ
ち
陳
淵

(?
-
二

四

五
)｡
幾
里
は
字
'
ま
た
知
款
と
も
字
し
､
款
堂
先
生
と
稀
さ
れ
る
｡

『欺
堂
集
』
二
十
二
巻
｡
『宋
史
』
巻
三
七
六
㌧
『宋
元
撃
案
』
巻
三
八
｡

｢存
誠
斎
銘
｣
は
'
『欺
堂
先
生
文
集
』
巻
二
十
｡
｢-
-
其
天
守
全
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

天
理
所
在
､
如
鏡
如
像
'
有
来
斯
麿
'
不
興
倶
往
｡
又
如
月
影
へ
散
落

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

寓
川
'
定
相
不
分
'
虞
虞
皆
囲
｡
･-
･-
｣
と
あ
る
｡

｢物
事
｣
は
､
モ
ノ
･
コ
ト
両
様
の
意
で
用
い
ら
れ
る
が
'
こ
こ
で

は
事
柄
の
意
｡

94

張
子
紹
文
字
'
柿
然
猶
有
気
'
開
口
見
心
､
素
性
説
出
'
使
人

骨
知
｡
近
来
文
字
へ
開
了
又
閲
'
閲
了
又
開
'
開
聞
七
八
番
'
到
結

末
鹿
又
不
説
'
只
任
地
休
了
｡
至
｡

張
子
寵
の
文
章
は
､
勢
い
が
あ

っ
て
気
力
に
み
ち
'
口
を
開
-
や

本
心
を
示
し
､
き

っ
ぱ
り
と
説
い
て
'
だ
れ
に
も
分
か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
｡
近
頃
の
文
章
と
き
た
ら
'
言
い
出
し
て
は
止
め
'
止
め

て
は
言
い
出
し
て
'
そ
れ
を
七
八
回
も
繰
-
返
す
う
ち
､
結
論
に
至

る
と
又
口
を
閉
ざ
し
'
そ
の
ま
ま
お
し
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
｡
楊

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法
側

(興
膳
･木
津
･斎
藤
)

至
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
懐
を
紋
-

(荏
)

｢張
子
詔
｣
は
'
張
九
成

(
l
〇
九
二
-
二

五
九
)､
子
寵

は
字
'
誼
は
文
忠
｡
『宋
史
』
巻
三
七
四
㌧
『宋
元
草
案
』
巻
四
〇
｡

｢讃
書
法
｣
下
は
保
に
晩
出
｡
朱
子
は
そ
の
経
撃
を

｢躍
者
之
経
｣
と

ヽ
ヽ
ヽ

非
難
し
た
が
'
｢張
子
留
学
閉
経
不
是
'
然
他
却
倣
得
来
高
'
不
似
今

人
卑
汚
｣
(｢陳
君
翠
｣
1
二
三
･
2962)
の
よ
う
に
'
本
候
と
通
じ
る

評
情
も
散
見
さ
れ
る
｡

｢開
口
見
心
｣
は
'
躍
語
に
も
見
え
る

｢開
口
見
臆
｣
に
同
じ
｡

｢素
性
｣
は
'
き
っ
ば
-
､
は
っ
き
り
.
｢篤
学
若
不
寡
害
'
便
如

ヽ
ヽ

稗
老
談
室
'
又
却
不
如
他
説
得
素
性
｣
(｢陸
氏
｣
l
二
四
･
29
78)｡

95

文
章
軽
重
'
可
見
人
妻
夫
'
不
在
美
恵
上
｡
白
魔
洞
記
力
軽
｡

韓
元
吉
雄
只
是
胡
説
'
然
有
力
｡
具
達
文
字
亦
然
｡
揚
｡

文
章
の
軽
重
で
'
そ
の
人
の
寿
命
が
分
か
る
｡
文
の
よ
し
あ
し
に

あ
る
の
で
は
な
い
｡
｢白
魔
洞
記
｣
は
力
が
軽
い
｡
韓
元
吉
は
で
た

ら
め
ば
か
-
言
う
け
れ
ど
も
'
力
は
あ
る
｡
呉
達
の
文
章
も
そ
う
だ
｡

包
揚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
家
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢白
鹿
洞
記
｣
は
'
呂
租
謀
の

｢白
鹿
洞
書
院
記
｣
(
『東
禾

ー-717-一
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集
』
巻
六
)
｡

自
鹿
洞
書
院
は
五
代

･
南
唐
昇
元
年
間
に

｢塩
山
国
学
｣

と
し
て
創
建

さ
れ
へ
宋
に
入
っ
て
か
ら
は

｢自
腹
国
庫
｣
と
構
さ
れ
､

そ
の
後
衰
微
し
た
が
､
知
南
康
軍
と
な
っ
た
朱
子
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ

た
｡
こ
の

｢白
鹿
洞
書
院
記
｣
に
つ
い
て
朱
子
が
か
な
-
柵
か
-
注
文

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
､
『末
文
公
文
集
』
巻
三
四
に
載
せ
ら
れ
た
呂

租
謀
へ
の
書
翰
か
ら
も
窺
え
る
｡

｢韓
元
吉
｣
は
'
17
催
'
ま
た
90
候
を
参
照
｡

｢呉
達
｣
は
'
字
は
公
路
'
崇
安
の
人
'
宣
和
三

(
一
二

H

)
午

の
進
士
｡
紹
興
年
間
に
肇
慶
府
及
び
濠
州

･
鹿
川
の
知
事
と
な
り
'
ま

た
提
鮎
福
建
刑
獄
を
兼
ね
t
の
ち
に
直
秘
閣
知
鼎
州
に
任
じ
ら
れ
た
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

文
集
は
倦
わ
ら
な
い
｡
『語
類
』
に
は

｢書
見
呉
提
刑
達
公
路
昔
官
､

凡
下
書
者
'
須
令
皆
磨
投
下
｡
却
賂
書
於
背
庭
観
之
､
親
筆
方
尊
付
其

人
'
令
等
回
書
｡
前
輩
慶
事
'
詳
密
如
此
｣
(｢朱
子
三

外
任
｣

一
〇

六

･
264
3)
と
俸
え
ら
れ
る
.

96

韓
無
各
文
倣
著
俵
和
平
､
有
中
原
之
奮
'
無
南
方
明
断
之
昔
｡

任
｡韓

無
各
の
文
章
は
'
と
て
も
穏
や
か
に
書
か
れ
て
い
て
'
中
原
の

遺
風
が
あ
-
'
南
方

の
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
し
た
調
子
が
な
い
｡
粛
佐
記

す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

｢倣
著
値
和
平
｣
1

｢倣
得
着
者
優
和
平
｣

｢佐
｣
(記
録
著
名
)
1

｢方
子
｣

朝
鮮
古
活
字
本

｢倣
著
俵
和
平
｣
1

｢倣
着
俵
和
平
｣

(注
)

｢韓
無
各
｣
は
'
韓
元
吉
｡

｢中
原
｣
は
'
こ
こ
で
は
北
末
の
こ
と
を
指
し
て
い
う
｡

｢咽
噺
｣
は
'
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
と
耳
障
り
な
音
の
さ
ま
｡
古
く
は
宋

玉

｢九
梓
｣
に
鳥
の
鳴
き
琴
と
し
て
見
え
る
擬
音
語
だ
が
'
の
ち
に

｢蟹
語
｣
の
形
容
と
し
て
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

｢噸
噺
｣
と
同
源
｡

97

王
亀
齢
奏
議
気
象
大
｡

王
亀
齢
の
奏
議
は
気
象
が
大
き

い
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
保
を
映
-

(注
)

｢王
免
齢
｣
は
'
王
十
朋

(
1
1
1
T
l-
1
一
七

l
)'
亀
齢

は
字
､
鋸
は
梅
漢
｡
奏
議
の
集
と
し
て

｢梅
渓
先
生
廷
試
策
奏
議
』
五

巻
が
あ
-
'
ま
た
そ
れ
を
も
含
め
て

『梅
渓
集
』
五
十
四
巻
が
あ
る
｡

朱
子
は

｢王
梅
渓
文
集
序
｣
(
『宋
文
公
文
集
』
巻
七
五
)
を
記
し
'
や

は
-
そ
の
気
宇
壮
大
を
讃
え
る
｡
『宋
史
』
巻
三
八
七
､
『宋
元
草
案
』

巻
四
四
｡

98

曾
司
直
大
政
曾
倣
文
字
'
大
政
馳
騎
有
法
度
｡
菜
父
大
不
及
他
｡

袋
父
文
字
漉
'
説
不
去
｡
義
剛
｡
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曾
司
直
は
と
く
に
文
章
が
う
ま
-
､
奔
放
に
馳
せ
回
り
な
が
ら
き

ま
-
が
あ
る
｡
裳
父
は
彼
に
と
て
も
及
ば
な
い
｡
蓑
父
の
文
章
は
分

か
り
に
く
く
'
も
た
も
た
し
て
い
る
｡
黄
義
剛
記
す
｡

(注
)

｢曾
司
直
｣
は
'
｢裳
父
｣
の
父
'
曾
晦
之
｡
『直
密
書
録
解

題
』
巻
十
八

｢艇
斎
雑
著
｣
に

｢(管
)
軍
之
弟
日
湘
浄
土
簿
宰
'
宰

之
孫
目
大
理
司
直
晦
之
'
季
狸
其
子
也
｣
と
あ
る
が
'
詳
細
は
不
明
｡

｢大
政
｣
は
'
｢大
古
｣
と
も
表
記
L
t
｢と
-
わ
け
｣
も
し
-
は

｢お
お
む
ね
｣
の
意
だ
が
'
こ
こ
は
前
者
｡

｢袋
父
｣
は
､
曾
季
鯉
'
裳
父
は
字
､
髄
は
艇
斎
｡
官
軍
の
弟
事
の

曾
孫
に
あ
た
る
｡
呂
本
中
に
師
事
し
､
栄
子
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
｡

『艇
斎
詩
話
』

1
巻
が
あ
る
｡
『宋
元
撃
案
』
巻
三
六
0

99

陳
君
畢
西
液
制
詞
殊
未
得
髄
｡
王
言
温
潤
､
不
倫
如
此
｡
胡
明

仲
文
字
却
好
｡
義
剛
｡

陳
君
翠
が
中
書
舎
人
と
し
て
書
い
た
制
詞
は
'
ち

っ
と
も
膿
を
鵠

し
て
い
な
い
｡
帝
王
の
言
葉
に
は
う
る
お
い
が
あ

っ
て
'
こ
ん
な
ふ

う
で
は
い
か
ん
｡
胡
明
仲
の
文
章
の
ほ
う
が
よ
い
｡
責
義
剛
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

｢不
倫
如
此
｣
1

｢不
昏
如
此
作
｣

｢胡

明
仲
文
字
却
好
｣
1
鉄

｢義
剛
｣
(記
録
著
名
)
1

｢徳
明
｣

(荏
)

｢陳
君
翠
｣
は
､
陳
俸
良

(
二

三
七
I
l
二
〇
三
)'
君
拳

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

㈲

(輿
謄

･
木
津

･
斎
藤
)

は
字
､
鋸
は
止
密
.
寧
宗
が
即
位
す
る
と
'
召
さ
れ
て
中
書
舎
人
と
な

る
｡
『止
蔚
文
集
』
五
二
巻
が
あ
る
｡
『宋
史
』
巻
四
三
四
'
『宋
元
草

案
』
巻
五
三
｡
『語
類
』
は
巻

一
二
三
に

｢陳
君
畢
｣
の
項
を
立
て
て
'

朱
子
の
批
評
を
集
め
る
｡

｢王
言
｣
は
'
帝
王
の
言
葉
｡
『頑
記
』
椎
衣
に

｢子
日
'
王
言
如

綿
､
其
出
如
給
.
王
言
加
給
､
其
出
如
存
｡｣

｢西
根
｣
は
'
中
書
省
の
こ
と
｡
中
書
舎
人
で
あ
っ
た
陳
博
良
に
は
'

多
-
の
制
詔
が
あ
る
｡
ち
な
み
に

『止
斎
文
集
』
は
巻
十
に

｢内
制
｣､

巻
十

一
か
ら
十
八
ま
で
に

｢外
制
｣
を
収
め
る
｡

｢胡
明
仲
｣
は
'
胡
寅
｡
92
候
参
照
｡
紹
興
四
年
に
中
書
舎
人
と
な

っ
た
｡

- 119-

畑
或
言
､
｢陳
蕃
里
武
不
善
披
文
'
戴
常
望
渓
不
喜
南
豊
文
.
｣
先

生
日
､
｢
二
家
之
文
雄
不
同
､
使
二
公
相
見
'
曾
公
須
道
被
公
底
好
'

坂
公
須
道
曾
公
底
是
｡
｣
道
夫
｡

あ
る
人
が
い
っ
た
､
｢陳
香
里
武
は
東
攻
の
文
章
が
嫌
い
で
'
戴

宵
望
漢
は
南
豊
の
文
章
が
嫌
い
で
す
ね
｡
｣
先
生
が
い
わ
れ
る
に
は
'

｢
(東
城
と
南
豊
の
)
二
人
の
文
章
は
違
う
が
'
も
し
二
公
が
あ
い

見
え
た
な
ら
'
曾
公
は
吸
公
の
が
う
ま
い
と
い
う
だ
ろ
う
し
､
披
公

は
曾
公
の
が
よ
い
と
い
う
だ
ろ
う
さ
｡｣

楊
道
夫
記
す
｡
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(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

｢或
言
｣
1

｢戎
道
｣

｢陳
香
里
武
不
喜

披
文
｣
1

｢陳
武
不
善
披
文
｣

｢戴
背
望
渓
｣
1

｢戴
渓
｣

朝
鮮
古
活
字
本

｢陳
蕃
斐
武
｣
1

｢陳
春
型
武

(武
の
み
細
字
)｣

｢戴
骨
望
渓
｣
1

｢戴
肯
望
渓

(渓
の
み
細
字
)｣
(な
お
本
文
は
こ
れ

に
従
っ
た
)

(注
)

｢陳
春
型
武
｣
は
'
陳
武
'
字
は
蕃
翌
｡
陳
博
良
の
族
弟
｡

『宋
元
撃
案
』
巻
五
三
｡

｢戴
肯
望
渓
｣
は
'
戴
渓

(-
-

1
三

l
五
)へ
字
は
宵
望
｡
『宋

史
』
巻
四
三
四
'
｢宋
元
撃
案
』
巻
五
三
｡

1-1

徳
粋
語
某
人
文
章
｡
先
生
R
t
｢紹
輿
間
文
章
大
抵
租
'
成
段

時
文
｡
然
今
日
大
和
蹴
'
流
於
委
廓
｡
｣
間
賢
良
｡
先
生
日
､
｢賢
良

不
成
科
目
｡
天
下
安
得
許
多
議
論
｡｣
可
嬰
｡
以
下
論
近
世
之
文
｡

徳
粋
が
あ
る
人

の
文
章
を
許
し
た
｡
先
生
が
い
わ
れ
る
に
は
､

｢紹
興
の
こ
ろ
の
文
章
は
だ
い
た
い
粗
雑
で
､
ま
る
ま
る
受
験
用
の

文
章
だ
｡
し
か
し
今
の
文
章
は
き
め
が
細
か
す
ぎ
て
'
弱
弱
し
-
な

っ
て
し
ま

っ
た
｡｣

賢
良
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
'
先
生
が
い
わ
れ
る

に
は
'
｢賢
良
は
､
科
目
に
は
な
ら
ん
｡
天
下
に
ど
れ
ほ
ど
議
論
が

あ
る
も
の
か
｡
｣
鄭
可
撃
記
す
｡
以
下
近
世
の
文
を
論
ず
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

｢大
抵
租
｣
1

｢大
抵
貧
｣

｢以
下
論
近

世
之
文
｣
1
映

朝
鮮
古
活
字
本

｢大
抵
租
｣
1

｢大
抵
嘉
｣

(注
)

｢徳
粋
｣
は
'
勝
墳

(
一
一
五
〇
-
一
二
二
九
)､
徳
粋
は
字
'

ヽ
ヽ

鋸
は
渓
斎
｡
朱
子
の
門
人
o
｢是
日
徳
粋
又
語
小
学
.
先
生
日
'
｢徳
粋

畢
尭
昏
弱
｡
子
上
倫
難
'
更
宜
加
意
｡｣｣
(｢末
子
十
五

訓
門
人
六
｣

1
1
八

･
2842
)
な
ど
の
言
葉
を
受
け
て
い
る
｡

｢成
段
｣

は
､
文
章
全
膿
と
い
う
こ
と
｡
｢明
通
言
語
甚
固
持
'
初

語
末
暁
得
'
都
没
埋
骨
｡
子
細
看
､
却
成
段
相
麿
｡｣
(｢程
子
之
書

二

九
五

･
244
))

｢賢
良
｣
は
'
科
挙
の
科
目
｡
起
源
は
漠
代
に
遡
る
が
'
宋
代
で
は

ま
た
制
科

(天
子
が
詔
を
費
し
て
異
才
を
抜
擢
す
る
試
験
)
の
線
稀
で

あ
る
こ
と
'
高
承

『事
物
起
源
』
巻
三
に

｢漠
唐
逮
未
､
取
士
之
制
有

ヽ
ヽ

賢
良
方
正

･
茂
才
異
等
六
科
'
謂
之
制
拳
'
亦
日
大
科
'
通
謂
之
賢

良
｣
と
あ
る
ご
と
-
で
あ
る
｡
『語
類
』
に
は
ま
た
以
下
の
よ
う
に
論

じ
る
｡
｢坐
中
有
説
赴
賢
良
科
｡
日
､
｢向
来
作
時
文
麿
翠
'
雄
是
角
虚

無
賓
'
然
猶
是
白
直
'
却
不
甚
吉
事
｡
今
来
最
是
喚
倣
賢
良
者
へ
其
所

作
策
論
'
更
讃
不
得
｡
緑
世
上
只
有
許
多
時
事
'
己
前

一
斉
話
了
'
自

無
可
得
説
｡
如
窄
酒
相
似
､
第

1
番
淋
了
､
第
二
番
又
淋
了
､
第
三
番

又
淋
了
｡
如
今
只
管
又
去
許
多
糟
粕
裏
只
管
林
､
有
甚
磨
得
話
｡
匪
無

可
得
話
'
又
只
管
要
新
｡
最
切
苦
慮
'
足
軽
徳
行
'
殴
名
節
へ
崇
智
術
'

倫
禦
詐
'
讃
之
使
人
痛
心
疾
首
｡
不
知
是
甚
世
襲
到
逼
塞
'
可
畏
'
可

長
｡｣
(｢論
取
士
｣

一
〇
九

･
270
))
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1-2

｢諸
公
文
章
馳
騎
好
異
｡
止
縁
好
異
､
所
以
見
異
端
新
奇
之
説

従
而
好
之
｡
這
也
只
是
見
不
分
暁
'
所
以
如
此
｡
看
仁
宗
時
制
詔
之

文
極
朴
'
固
是
不
好
看
､
只
是
官
意
思
気
象
自
任
地
深
厚
久
長
｡
国

是
拙
､
只
是
他
所
見
皆
薯
｡
看
他
下
字
都
不
甚
恰
好
､
有
合
普
下
底

字
､
却
不
下
'
也
不
是
他
識
了
不
下
'
只
是
他
首
初
白
田
豊
里
不
到
｡

然
気
象
僅
好
､
非
如
後
来
之
文

一
味
繊
巧
不
賓
｡
且
如
進
巻
'
方
是

二
蘇
倣
出
任
地
壮
偉
覆
越
'
巳
前
不
曾
如
此
｡
看
張
方
平
進
策
'
更

不
作
文
､
只
如
説
旗
織

1
事
'
他
便
従
墜
鉄
原
頭
直
説
到
如
今
､
中

間
却
載
著
甚
磨
年
､
甚
塵
月
､
後
面
更
不
説
措
置
｡
如
今
只
是
将
虚

文
漫
演
'
前
面
説
了
､
後
面
又
牌
這

l
段
翻
韓
へ
這
只
是
不
曾
見
得
o

所
以
不
曾
見
得
'
只
是
不
曾
虚
心
看
聖
賢
之
書
｡
固
有
不
曾
虚
心
看

聖
賢
書
底
人
､
到
得
要
去
看
聖
賢
書
底
､
又
先
把
他
日

一
副
昔
排
在

這
裏
'
不
曾
見
得
聖
人
意
｡
待
倣
出
'
又
只
是
自
底
｡
某
如
今
看
来
'

惟
是
聴
明
底
人
難
謹
書
'
難
埋
骨
道
理
｡
蓋
縁
他
先
日
有
許
多

1
副

昔
､
聖
賢
意
思
自
是
牲
入
｡｣

｢諸
公
の
文
章
は
あ
ち
こ
ち
跳
ね
回
っ
て
奇
抜
さ
を
求
め
る
｡
奇

抜
さ
を
求
め
る
だ
け
な
の
で
'
異
端
新
奇
の
説
を
目
に
す
る
と
､
追

従
珍
重
し
て
し
ま
う
｡
こ
れ
も
た
だ
物
の
見
方
が
は
っ
き
-
し
て
い

朱
子
語
類
論
文
篇
諾
注

側

(輿
謄

･
木
津

･
斎
藤
)

な
い
か
ら
'
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
｡
仁
宗
の
時
の
制
詔
の
文
は

ご
-
素
朴
で
､
も
ち
ろ
ん
見
映
え
は
し
な
い
が
､
そ
の
内
容
風
格
は

お
の
ず
と
あ
の
よ
う
に
重
厚
深
長
だ
｡
も
ち
ろ
ん
不
器
用
な
も
の
だ

が
'
そ
の
考
え
に
は
み
な
中
身
が
あ
る
｡
見
た
と
こ
ろ
文
章
の
使
い

方
が
ど
れ
も
あ
ま
-
し
っ
-
-
せ
ず
'
使
う
べ
き
文
字
が
あ
る
の
に

使

っ
て
い
な
い
が
'
そ
れ
も
書
き
手
が
知

っ
て
い
て
使
わ
な
か
っ
た

の
で
は
な
-
'
最
初
か
ら
考
え
つ
か
な
か
っ
た
だ
け
な
の
だ
｡
け
れ

ど
も
風
格
は
す
ば
ら
し
-
'
後
世
の
文
章
が
も
っ
ぱ
ら
器
用
で
中
身

が
な
い
の
と
は
違
う
｡
進
巻
の
文
章
な
ど
は
'
二
蘇
に
至
っ
て
よ
う

千
-
あ
れ
だ
け
雄
大
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
'
以
前
は

あ
あ
じ
ゃ
な
か
っ
た
｡
張
方
平
の
進
策
を
見
て
も
'
ま
っ
た
-
か
ざ

-
が
な
い
｡
盟
織
の
こ
と
を
論
じ
た
も
の
に
し
て
も
'
彼
は
塵
銭
の

由
来
か
ら
今
に
至
る
ま
で
を
ず
っ
と
述
べ
た
て
て
'
途
中
で
は
何
年

に
ど
う
､
何
月
に
ど
う
と
記
し
は
す
る
が
'
後
ろ
の
方
で
は
何
も
措

置
を
述
べ
て
い
な
い
｡
近
頃
で
は
た
だ
内
容
の
な
い
文
を
だ
ら
だ
ら

連
ね
る
ば
か
り
で
'
前
の
方
で
言
っ
た
こ
と
を
､
後
ろ
の
方
で
ひ
っ

く
り
返
し
た
-
す
る
が
'
こ
れ
も
た
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
｡

わ
か
っ
て
い
な
い
の
は
'
虚
心
に
聖
賢
の
書
物
を
謹
ん
だ
こ
と
が
な

I_)I-



中
国
文
筆
報

第
五
十
八
冊

い
か
ら
だ
｡

じ

つ
さ
い
虚
心
に
聖
賢
の
書
物
を
謹
ん
だ
こ
と
の
な
い

人
は
'

い
ざ
聖
賢
の
書
物
を
讃
も
う
と
す
る
と
'
ま
ず
自
分
の
先
人

見
を
そ
こ
に
並
べ
て
し
ま

い
'
聖
人
の
意
が
わ
か
ら
な
い
｡
文
章
を

書
-
段
に
な

っ
て
も
､
や
は
-
自
分
の
考
え
に
な

っ
て
し
ま
う
｡
私

が
い
ま
思
う
に
､
頭
の
い
い
人
ほ
ど
書
物
を
讃
む
の
が
難
し
-
'
道

理
を
悟
る
の
が
難
し
い
｡
そ
う
い
う
人
は
ま
ず
自
分
に
多
-
の
先
人

見
が
あ
る
か
ら
'
聖
賢
の
考
え
も
お
の
ず
と
入
-
に
-
い
｡
｣

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

｢仁
宗
｣
1

｢紳
宗
｣

｢繊
巧
不
賓
｣
1

｢倫
巧
不
幸
｣

｢先
把
他
日

一
副
首
排
在
逼
塞
｣
1

｢先
把
他
日

l

場
副
首
排
在
這
裏
｣

｢先
日
有
許
多

一
副
普
｣
1

｢先
日
有
許
多
副

菖
｣朝

鮮
古
活
字
本

｢有
口
固
能
言
天
下
之
事
｣
1

｢有
口
国
富
言
天

下
之
事
｣

｢若
只
守
這
心
｣
1

｢若
只
守
此
心
｣

(注
)

｢馳
騎
｣
は
'
41
候
参
照
o

｢異
端
｣
は
'
聖
人
の

撃
に
あ
ら
ざ
る
も
の
｡
た
ん
に
儒
教
以
外
の

教
え
を
非
難
し
て
い
う
の
で
は
な
い
こ
と
'
以
下
の
ご
と
-
で
あ
る
｡

｢江
西
学
者
偏
要
説
甚
自
得
､
説
甚

l
貫
｡
看
他
意
思
'
只
是
抹

一
筒

瀧
個
底
説
話
'
格
来
寵
畢
'
其
賓
理
曾
逼
箇
道
理
不
得
｡
且
如
骨
子
日

用
間
倣
了
多
少
工
夫
'
孔
子
亦
是
見
他
於
事
事
物
物
上
埋
骨
得
這
許
多

道
理
了
'
却
恐
未
知

一
底
道
理
在
へ
逐
束
逼
塞
提
醒
他
｡
然
曾
子
却
是

巳
有
這
本
領
'
便
能
承
首
｡
今
江
西
学
者
賓
不
曾
有
得
這
本
領
'
不
知

是
貫
箇
甚
磨
｡
嘗
誓
之
､

一
便
如

一
候
索
へ
那
貫
底
物
事
'
便
如
許
多

散
鏡
｡
須
是
積
得
這
許
多
散
鑓
了
､
却
滑
那

l
候
索
来

一
串
穿
'
這
便

是

1
貰
｡
若
陸
氏
之
撃
'
只
是
要
尋
這

1
候
索
'
却
不
知
道
都
無
可
得

穿
｡
且
其
為
説
､
喫
緊
是
不
肯
数
人
謹
書
'
只
任
心地
摸
索
悟
虚
｡
誓
如

前
面
有

1
簡
閲
､
歳
跳
得
過
這

一
簡
閲
､
便
是
了
.
此
敦
州壌
学
者
｡
某

老
臭
､
日
月
無
多
｡
方
待
不
説
破
来
'
又
恐
後
人
錯
以
某
之
撃
亦
輿
他

ヽ
ヽ

相
似
｡
今
不
奈
何
'
苦
口
説
破
｡
某
道
他
断
然
是
異
端
｡
断
然
是
曲
筆
｡

断
然
非
聖
人
之
道
｡
但
学
者
楯
肯
低
心
向
平
害
虞
下
工
夫
'
那
病
痛
亦

不
難
見
｡｣
(｢論
語
九

里
仁
篇
下
｣
二
七

･
683
)

｢見
得
｣
は
'
わ
か
る
｡
こ
こ
で
は
'

｢見
得
道
理
｣
と
同
じ
-
､

道
理
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
｡

｢仁
宗
｣
は
'
天
空
元

(
一
〇
二
三
)
年
か
ら
嘉
砧
八

(
一
〇
六

三
)
年
ま
で
在
位
｡
｢制
詔
｣
云
云
は
､
41
候
に
述
べ
る
と
こ
ろ
と
同

様
で
あ
ろ
う
｡

｢恰
好
｣
は
､
し
っ
-
り
-
る
へ
び
っ
た
-
す
る
の
意
｡
『語
類
』

ヽ
ヽ

中
に
よ
-
使
わ
れ
る
｡
｢先
生
愛
恰
好
二
字
'
云
､
凡
李

白
有
恰
好

虞
.｣
(｢朱
子
四

内
任
｣

一
〇
七

･
2672)

｢
一
味
｣
は
'
た
だ
も
う
､
ひ
た
す
ら

｡

｢便
是
世
間
有
這

一
般
牛

間
不
界
底
人
､
無
見
識
'
不
顧
理
之
是
非
'

一
味
讃
人
｡｣
(｢論
語
二

九

陽
貨
篇
｣
E
七

ニ
ー∞O

｢繊
巧
｣
は
'
技
巧
に
走
る
こ
と
｡
｢向
来
倣
時
文
へ
只
租
疏
借
地

直
説
去
､
意
思
日
周
足
'
且
是
有
気
塊
｡
近
日
時
文
屈
曲
繊
巧
'
少
刻

堕
在
裏
面
'
只
見
意
気
都
衰
場
了
｡
也
是
教
化
衰
'
風
俗
壌
到
這
裏
､
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是
忠
生

o｣
(｢撃
七

力
行
｣
1
三
･2
47｣)

｢進
巻
｣
は
'
こ
こ
で
は
科
挙
に
磨
じ

て
作
ら
れ
た
文
章
の
こ
と
｡

｢二
蘇
｣
は
'
蘇
珠
と
蘇
轍
｡

｢尊
越
｣
は
'
の
び
の
び
と
展
開
す
る
こ
と
｡
畳
韻
の
語
｡
｢議
書

法
上
｣
65
候
参
照
｡

｢張
方
平
｣
は
'
字
は
安
道
t
l
〇
〇
七
-
一
〇
九

1
.
奨
全
居
士

と
壊
し
た
｡
景
蔵
元

(
一
〇
三
四
)
年
の
進
士
｡
『禦
全
集
』
四
十
雀

が
あ
る
｡
『宋
史
』
巻
三
一
八
'
『宋
元
草
案
』
巻
三
｡

｢進
策
｣
は
'
｢論
囲
計
事
｣
(『契
全
集
』
巻
二
四
､
『宋
文
鑑
』
巻

四
七
)
を
指
す
｡

｢魔
鏡
｣
は
'
国
家
の
財
政
の
こ
と
｡

｢措
置
｣
は
'
廃
置
'
封
磨
｡
こ
こ
で
は
具
膿
的
な
政
策
の
こ
と
を

い
う
｡
｢今
日
天
下
'
且
得
筒
桃
崇
李
徳
裕
来
措
置
'
看
如
何
｡｣
(｢末

子
五

論
治
道
｣
一
〇
八
･
2688J

｢漫
演
｣
は
､
塵
韻
の
語
｡
だ
ら
だ
ら
と
し
て
中
身
の
な
い
こ
と
｡

蔓
術
'
星
桁
な
ど
と
同
じ
｡
｢国
語
許
多
理
寡
､
乃
衰
世
之
書
'
支
離

蔓
桁
'
大
不
及
左
倦
｡｣
(｢頑

l

論
修
穫
書
｣
八
四
･
2)87)

｢
一
副
首
｣
は
'
こ
こ
で
は
'
持
ち
前
の
考
え
､
観

念
｡
｢間
'

｢｢我
非
生
而
知
之
者
､
好
古
敏
以
求
之
者
｡｣
聖
人
之
敏
求
'
固
止
於

頑
襲
名
教
｡
然
其
義
理
之
精
熟
'
亦
敏
求
之
平
｡｣
日
､
｢不
然
｡
聖
人

於
義
理
'
合
下
便
任
地
｡
｢国
夫
縦
之
滑
空
'
又
多
能
也
｡｣
敏
求
'
則

多
能
之
事
耳
｡
其
義
理
完
具
'
頑
柴
等
事
､
便
不
畢
'
也
自
有

1
副
普
'

但
力
可
及
､
故
亦
撃
之
｡
若
孟
子
於
此
等
'
也
有
撃
得
底
'
也
有
不
曾

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法
㈲
(興
膳
･木
津
･斎
藤
)

撃
得
底
'
然
亦
自
有

1
副
昔
'
但
不
似
聖
人
撃
来
尤
密
耳
｡
｣
｣
(｢論
語

十
六

述
而
篇
｣
三
四
･
89
))

｢待
｣
は
'
｢し
よ
う
と
す
る
｣
の
意
｡
｢賂
｣
に
同
じ
｡

因
説
'
｢陳
叔
向
是
自
撰

一
箇
道
理
｡
某
嘗
説
'
敦
他
嬢
自
底
所

見
任
地
説
'
也
無
害
､
只
是
又
把
邪
説
来
歴
在
這
裏
文
字
上
｡
他
也

自
見
得
自
底
虚
了
行
不
得
'
故
如
此
｡
然
如
何
将
両
箇
要
控
倣

一
箇

得
.

1
箇
自
方
､

一
箇
白
鳳
､
如
何
練
合
得
｡
這
箇
不
是
他
要
如
此
､

止
緑
他
合
下
見
得
如
此
｡
如
楊
墨
'
楊
氏
終
不
成
白
雲
為
我
'
墨
氏

終
不
成
自
要
兼
愛
'
只
縁
他
合
下
見
得
錯
了
｡
若
不
是
見
得
如
此
'

走
不
解
常
如
此
倣
｡
楊
氏
壁
立
高
価
'
毛
髪
不
容
'
較
之
墨
氏
又
難
｡

若
不
是
他
見
得
如
此
'
如
何
心
肯
意
肯
｡
陳
叔
向
所
見
時
異
､
宅
説

｢目
視
己
色
､
耳
聴
己
聾
､
口
言
己
事
'
足
循
己
行
｡｣
有
目
固
昔

覗
天
下
之
色
'
有
耳
国
富
聴
天
下
之
聾
'
有
口
固
能
言
天
下
之
事
'

有
足
国
富
循
天
下
之
行
'
他
却
如
此
説
｡
看
他
意
思
是
如
此
'
只
要

欺
然
静
坐
､
是
不
着
眼
前
物
事
'
不
聴
別
人
説
話
'
不
説
別
人
是
非
'

不
管
別
人
事
｡
又
如
説

｢言
忠
信
'
行
篤
敬
｣

三
早
'
便
説
造
緊
要

只
在

｢立
則
見
其
参
於
前
､
在
輿
則
見
其
倍
於
衛
｡｣
間
道
'
｢見
是
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見
箇
甚
磨
物
事
｡
｣
他
便
説
'

｢見
是
見
自
家
身
己
｡
｣

某
輿
説
'

｢立
｣
是
自
家
身
己
立
在
這
裏
了
'
｢参
於
前
｣
又
是
自
家
身
己
'

｢在
輿
｣
是
自
家
身
己
坐
在
逼
塞
了
､
｢倍
於
衡
｣
又
是
自
家
身
己
､

却
是
有
両
箇
身
己
｡
又
説
格
物
倣
心
'
云
'
｢格
住
這
心
'
万
骨
知

得
到
｡｣
未
嘗
見
入
把
物
倣
心
､
輿
他
任
心地
説
'
他
只
是
自
底
是
｡

以
此
知
'
人
最
是
知
見
為
急
｡
聖
人
借
説
'
｢撃
之
不
講
'
是
吾
憂

也
｡｣
若
只
任
地
死
守
得
這
箇
心
便
了
'
聖
人
又
須
要
人
詩
学
何
故
｡

若
只
守
這
心
､
撮
自
家
所
見
倣
婿
去
､
少
間
錯
庭
都
不
知
｡｣
賀
孫
｡

そ
こ
で
い
わ
れ
る
に
は
､
｢陳
叔
向
は
見
首
は
ず
れ
の
道
理
を
説

い
て
い
る
｡
前
に
も
い
っ
た
が
､
自
分
の
考
え
に
擦
っ
て
あ
あ
い
う

ふ
う
に
い
わ
せ
て
お
-
の
な
ら
､
ま
あ
構
わ
ん
が
'
あ
あ
い
っ
て
い

た
こ
と
を
こ
っ
ち
の
文
章
に
覆
い
か
ぶ
せ
て
し
ま
う
｡
彼
も
自
分
の

考
え
に
中
身
が
無
-
て
だ
め
だ
と
自
分
で
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
'
こ

ん
な
ふ
う
に
す
る
わ
け
だ
｡
け
れ
ど
も
二
つ
の
も
の
を
ど
う
や
っ
て

一
つ
に
こ
ね
あ
げ
る
と
い
う
の
だ
｡

一
方
は
四
角
で
一
方
は
丸
な
の

に
'
ど
う
し
て
合
わ
せ
ら
れ
よ
う
｡
こ
れ
は
彼
が
そ
う
い
う
ふ
う
に

し
ょ
う
と
お
も
っ
た
の
で
は
な
-
'
彼
に
は
そ
の
時
そ
う
と
し
か
思

え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
ん
｡
例
え
ば
楊
墨
は
'
楊
氏
が
ま

さ
か
み
ず
か
ら

｢馬
我
｣
を
求
め
た
わ
け
で
も
な
い
し
'
墨
氏
が
ま

さ
か
み
ず
か
ら

｢兼
愛
｣
を
求
め
た
わ
け
で
も
な
-
､
た
だ
そ
の
時

見
常
違
い
を
し
て
い
た
ま
で
な
の
だ
｡
も
し
そ
う
考
え
て
い
な
か
っ

た
ら
'
ず
っ
と
あ
ん
な
ふ
う
に
書
け
は
し
ま
い
｡
楊
氏
の
説
は
奪
え

立
つ
絶
壁
の
よ
う
で
'
髪

1
す
じ
の
隙
間
も
な
-
､
墨
氏
に
比
べ
て

も
さ
ら
に
難
し
い
｡
も
し
こ
う
考
え
て
い
な
か
っ
た
ら
'
ど
う
し
て

け
つた
い

心
か
ら
納
得
で
き
よ
う
｡
陳
叔
向
の
考
え
は
奇
怪
だ
｡
彼
は

｢目
は

かた
ち

あと

己
れ
の

色

を

税
'
耳
は
己
れ
の

聾

を

聞
き
､
口
は
己
れ
の
事
を
言

あ
ゆ
み

した
が

い
､
足
は
己
れ
の

行

に

循

う

｣
と
い
う
が
､
目
が
あ
れ
ば
天
下
の

色
が
覗
え
る
は
ず
だ
し
'
耳
が
あ
れ
ば
天
下
の
聾
が
聞
こ
え
る
は
ず

だ
し
､
口
が
あ
れ
ば
天
下
の
事
を
言
え
る
は
ず
だ
L
t
足
が
あ
れ
ば

天
下
の
行
に
循
え
る
は
ず
な
の
に
'
あ
ん
な
こ
と
を
い
う
｡
彼
の
考

え
が
こ
ん
な
ふ
う
だ
と
す
る
と
'
た
だ
歎
然
と
静
坐
し
て
'
目
の
前

の
事
も
見
ず
､
他
人
の
話
も
聞
か
ず
'
他
人
の
是
非
も
い
わ
ず
'
他

人
の
事
も
構
わ
な
-
て
よ
い
こ
と
に
な
る
｡
ま
た
､
｢言
は
忠
信
'

行
は
篤
敬
｣
の
1
章
を
説
い
て
'
重
要
な
の
は
た
だ

｢立
ち
て
は
則

ち
其
の
前
に
参
ず
る
を
見
､
輿
に
在
-
て
は
則
ち
其
の
衛
に
侍
る
を

見
る
｣
と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
い
う
｡
｢見
る
と
は
何
を
見
る
の
か
｣

- 124-



と
訊
い
て
み
た
ら
､
｢見
る
と
は
自
分
自
身
を
見
る
の
だ
｣
と
い
う
｡

で
'
言

っ
て
や
っ
た
'
｢
｢立

つ
｣
と
は
自
分
自
身
が
こ
う
し
て
立

っ

て
い
る
こ
と
だ
か
ら
'
(も
し

｢自
分
自
身
を
見
る
｣
の
だ
と
す
る
と
)

｢前
に
参
ず
る
｣
の
も
自
分
自
身
に
な
る
｡
｢輿
に
在
る
｣
と
は
自

分
自
身
が
こ
う
し
て
座

っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
､
(も
し

｢自
分
自
身

を
見
る
｣
の
だ
と
す
る
と
)
｢衝
に
侍
る
｣
の
も
自
分
自
身
に
な

っ
て
'

した

二
人
の
自
分
が
い
る
こ
と
に
な
る
な
あ
｣
と
｡
ま
た
彼
は
物
に
格
-

な

心
を
倣
す
こ
と
を
説
い
て
'
｢
こ
の
心
に
し

っ
か
り
格

っ
て
こ
そ
'

わ
か
る
と
い
う
こ
と
だ
｣
と
い
う
｡
人
が
物
を
捉
え
て
心
を
な
す
こ

と
が
分
か

っ
て
い
な
く
て
'
そ
う
い
う
ふ
う
に
い
っ
て
や
っ
て
も
'

自
分
の
考
え
が
正
し
い
と
す
る
ば
か
-
だ
｡
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う

に
'
人
に
は
こ
と
に
知
見
が
急
務
だ
｡
聖
人
も
や
は
-

｢撃
の
講
ぜ

ざ
る
､
是
れ
吾
が
憂
い
な
-
｣
と
い
わ
れ
た
｡
あ
あ
や
っ
て
こ
の
心

を
後
生
大
事
に
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
な
ら
'
聖
人
が
人
に
学
問
を

求
め
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
ろ
う
｡
こ
の
心
を
守
-
､
自
分
の
考

え
に
擦

っ
て
や
っ
て
い
く
だ
け
な
ら
'
じ
き
に
間
違
い
に
も
ま

っ
た

く
気
､づ
か
な
-
な

っ
て
し
ま
う
さ
｡
｣
棄
賀
孫
記
す
｡

(校
勘
)

｢墜
在
道
真
文
字
上
｣
1

｢塵
在
這
裏
文
字
上
｣

｢義
孝

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

側

(輿
膳
･
木
津
･斎
藤
)

不
容
｣
1

｢豪
髪
不
容
｣

｢這
却
是
有
雨
箇
身
己
｣
1

｢却
是
有
雨

(-
身
己
｣

｢若
只
悠
地
死
守
得
這
箇
心
便
了
｣
1

｢若
只
悠
地
口
死

守

得
這
箇
心
便
了
｣

朝
鮮
古
活
字
本

｢有
口
固
能
言
天
下
之
事
｣
1

｢有
口
同
者
言
天

下
之
事
｣

｢若
只
守
這
心
｣
1

｢若
只
守
此
心
｣

(注
)

｢陳
叔
向
｣
は
'
陳
葵

(
二

三
九
-
一
一
九
四
)'
叔
向
は

字
｡
朱
子
と
は
そ
の
学
説
こ
そ
共
に
し
な
か
っ
た
も
の
の
'
互
い
に
重

ん
じ
た
｡
『宋
元
草
案
』
巻
六
一
｡
｢陳
叔
向
也
自
説
一
様
道
理
｡
某
嘗

説
'
這
様
説
話
､
得
他
自
立
箇
説
'
説
道
我
自
所
見
如
此
､
也
不
妨
.

只
是
被
他
説
出

l
様
､
却
婿
聖
賢
言
語
硬
折
入
他
薦
窟
裏
面
｡
接
他
説

底
､
先
賢
意
思
全
不
如
此
O｣
(｢論
語
九

里
仁
篇
｣
二
七

･
700)

｢自
撰
｣
は
'
裏
付
け
も
な
い
の
に
で
た
ら
め
に
説
-
こ
と
｡

｢

家

ヽ
ヽ

語
雑
記
得
不
純
'
却
是
昔
時
書
｡
孔
叢
子
是
後
来
日
撰
出
｡｣
(｢戦
国

湊
唐
諸
子
｣

l
三
七

･
3252)

｢楊
墨
｣
は
'
場
末
と

墨

子

｡
楊
朱
は
個
人
の
利
の
た
め
に
行
動
す

る

｢為
我
｣
を
説
き
'
墨
子
は
親
疎
分
け
隔
て
な
-
愛
す
る

｢兼
愛
｣

を
説
い
た
｡
孟
子
は

｢聖
王
不
作
､
諸
侯
放
窓
'
庭
士
横
議
へ
楊
朱
墨

孝
之
言
'
盈
天
下
｡
天
下
之
言
'
不
締
楊
則
蹄
墨
｡
楊
氏
烏
我
'
是
無

君
也
｡
墨
氏
兼
愛
へ
是
無
父
也
｡
無
父
無
君
､
是
禽
獣
也
｡｣
(｢勝
文

公
下
｣)
と
攻
撃
す
る
｡

｢終
不
成
｣
は
'
ま
さ
か
-
で
は
あ
る
ま
い
の
意
｡
｢終
｣
は
強
め

で
'
｢不
成
｣
の
み
の
形
で
も
よ
-
用
い
ら
れ
る
｡
現
代
語
で
は

｢難

追
-
不
成
｣
の
形
を
と
る
が
'
近
世
白
話
で
は
句
頭
に
用
い
ら
れ
る
こ
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と
が
多
い
｡

｢身
己
｣
は
､
自
分
自
身
｡

｢言
忠
信
､
行
篤
敬
｣
は
'
『論
語
』
衝
壷
公
篇
の
こ
と
ば
｡
｢子
張

間
行
.
子
日
'
言
忠
信
､
行
篤
敬
｡
難
蟹
絹
之
邦
､
行
央
o
言
不
忠
'

信
行
不
篤
｡
敬
錐
川
里
行
乎
哉
｡
立
則
見
其
参
於
前
也
｡
在
輿
則
見
其

恰
於
衡
也
｡
夫
然
後
行
｡
子
張
書
諸
紳
｡｣

｢学
之
不
講
是
吾
憂
也
｣
は
'
『論
語
』
述
而
篇
の
こ
と
ば
｡
｢子
日
へ

徳
之
不
修
｡
撃
之
不
講
｡
聞
義
不
能
徒
｡
不
善
不
能
改
｡
是
吾
憂
也
｡｣

1-3

今
人
作
文
､
皆
不
足
馬
文
｡
大
抵
専
務
節
字
､
更
易
新
好
生
面

解
語
｡
至
説
義
理
庭
'
又
不
肯
分
暁
｡
観
前
輩
欧
蘇
諸
公
作
文
'
何

嘗
如
此
｡
聖
人
之
言
坦
易
明
白
'
因
言
以
明
遺
'
正
欲
便
天
下
後
世

由
此
求
之
｡
便
聖
人
立
言
要
数
人
難
暁
､
聖
人
之
経
定
不
作
臭
｡
若

其
義
理
精
奥
庭
'
入
所
未
暁
'
自
是
其
所
見
未
到
耳
｡
筆
者
須
玩
味

深
思
'
久
之
自
可
見
｡
何
嘗
如
今
人
欲
説
又
不
敢
分
暁
説
､
不
知
是

甚
所
見
｡
畢
克
是
自
家
所
見
不
明
'
所
以
不
敢
探
言
'
且
鶴
突
説
在

裏
｡
嵩
｡

近
頃
の
人
の
書
-
文
章
は
'
み
な
文
章
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
じ

ゃ
な
い
｡
だ
い
た
い
は
も

っ
ぱ
ら
字
句
を
切
-
詰
め
て
､
見
て
-
れ

が
よ
-
目
新
し
い
言
葉
に
い
い
換
え
る
｡
義
理
を
説
-
段
に
な
る
と
､

わ
か
る
よ
う
に
い
お
う
と
し
な
い
｡

三
日
前
の
欧
蘇
の
諸
公
が
文
章

を
書
く
と
き
は
､
と
て
も
こ
ん
な
ふ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
｡
聖
人
の
言

は
平
易
で
は
っ
き
-
し
て
お
-
､
言
に
よ
っ
て
道
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
｡
ま
さ
に
天
下

･
後
世
の
人
々
に
そ
れ
に
よ
っ
て
道
理
を
求
め

さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
か
ら
だ
｡
も
し
も
聖
人
が
言
を
立
て
て
人
に
分

か
ら
せ
ま
い
と
さ
れ
た
の
な
ら
､
聖
人
の
経
は
､
生
ま
れ
な
か
っ
た

に
違
い
な
い
｡
義
理
の
奥
深
い
と
こ
ろ
を
､
人
が
ま
だ
分
か
ら
な
い

の
は
､
そ
の
人
の
理
解
が
そ
こ
ま
で
達
し
て
い
な
い
と
い
う
ま
で
だ
｡

学
ぶ
者
は
､
よ
-
味
わ
い
よ
-
考
え
よ
'
長
い
時
間
か
け
れ
ば
お
の

ず
と
分
か
っ
て
-
る
｡
近
頃
の
人
の
よ
う
に
説
き
た
が
る
く
せ
に
わ

か
る
よ
う
に
説
け
も
せ
ず
'
ど
う
い
う
考
え
な
の
か
分
か
ら
ん
な
ん

て
と
ん
で
も
な
い
話
だ
｡
要
す
る
に
自
分
で
も
考
え
が
は
っ
き
-
し

な
い
か
ら
'
深
い
と
こ
ろ
ま
で
と
て
も
い
え
ず
'
い
い
加
減
に
お
茶

を
濁
し
て
い
る
の
さ
｡
徐
寓
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

｢玩
味
探
思
｣
1

｢玩
味
深
意
｣

(注
)

｢節
字
｣
は
､
次
の
1-4
候
と
の
関
連
か
ら
'
字
句
を
き
-
つ
め

る
こ
と
と
解
し
た
が
'
あ
る
い
は
字
句

(修
辞
)
そ
の
も
の
の
意
か
｡
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『河
南
程
子
遺
書
』
巻

l
八

｢伊
川
先
生
語
四
｣
に

｢今
馬
文
者
'
専

ヽ
ヽ
ヽ

務
章
句
'
悦
人
耳
目
｡
旺
務
悦
人
､
非
俳
優
而
何
｡｣
と
云
う
｡

｢更
易
｣
は
､
改
め
る
'
襲
え
る
｡

｢生
面
｣
は
'
見
慣
れ
な
い
'
目
新
し
い
｡

｢欧
蘇
｣
は
'
欧
陽
情
と
蘇
拭
｡

｢立
言
｣
は
､
『左
侍
』
嚢
公
二
十
四
年
の

｢大
上
有
立
徳
'
其
次

有
立
功
､
其
次
有
立
言
｡
維
久
不
慶
'
此
之
謂
不
朽
｡｣
を
踏
ま
え
た

五口〇

三
]Z;

｢髄
突
｣
は
'
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
｡
｢糊
塗
｣
｢忽
突
｣
な
ど
と
同

じ
｡
｢議
書
法
上
｣
51
候
を
参
照
｡

1-4

前
輩
文
字
有
気
骨
'
故
英
文
壮
浪
｡
欧
公
東
城
亦
皆
於
経
術
本

領
上
用
功
.
今
人
只
是
於
枝
葉
上
粉
洋
爾
､
如
舞
諦
鼓
然
､
其
間
男

子

･
婦
人

･
恰

･
道

･
難
色
､
無
所
不
有
､
但
都
是
仮
底
｡
書
見
徐

端
立
言
'
石
林
嘗
云
､
｢今
世
安
得
文
章
｡
只
有
箇
減
字
換
字
法
爾
｡

如
言

｢湖
州
｣
､
必
須
去

｢州
｣
字
､
只
稀

｢湖
｣
､
此
減
字
法
也
｡

不
然
､
則
桶

｢書
上
｣
'
此
換
字
法
也
｡｣

方
子
｡
蓋
脚
線
云
'
｢今
人

倣
文
字
'
却
是
胴
脂
蹴
粉
粧
成
､
自
是
不
壮
浪
'
無
骨
気
.
如
舞
冴
鼓
相
似
'

也
有
男
鬼
､
也
有
婦
女
､
也
有
恰

･
道

･
秀
才
､
但
都
是
仮
底
｡
嘗
見
徐
端

立
言
､
石
林
嘗
云
'
｢今
世
文
章
∩
ハ是
用
換
字
'
減
字
法
｡
如
説

｢湖
州
｣
､

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
桂
㈲

(輿
膳
･
木
津
･斎
藤
)

只
説

｢湖
｣､
此
減
字
法
｡
不
然
'
則
栴

｢言
上
｣'
此
換
字
法
｡
嘗
見
張
安

道
進
巻
､
其
文
皆
有
直
気
｡｣｣
謙
録
云
､
｢｢今
来
文
字
､
至
無
気
骨
｡
向
来

前
輩
難
是
作
時
文
へ
亦
是
朴
賓
頭
舗
事
案
'
朴
賓
頭

引
接

'
朴
責
頭

道
理
｡

看
著
錐
不
入
沢
'
却
有
骨
気
｡
今
人
文
字
全
無
骨
気
'
便
似
舞
諦
鼓
者
'
塗

眉
書
二眼
､
偲
也
有
､
道
也
有
'
婦
人
也
有
､
村
人
也
有
'
俗
人
也
有
へ
官
人

也
有
､
士
人
也
有
､
只
不
是
本
棟
人
｡
然
皆
足
以
惑
衆
'
異
好
笑
也
｡
｣

戎

云
､
｢此
是
禁
懐
挟
所
致
｡｣
日
'
｢不
然
｡
自
是
時
節
所
倍
如
此
｡
只
是
人

不
知
撃
､
全
無
本
柄
､
被
人
引
動
'
尤
而
放
之
｡
正
如
而
今
作
件
物
事
'
一

箇
倣
起
'

一
人
撃
起
'
有
不
崇
朝
而
編
天
下
者
｡
本
来
合

昔
埋
骨
底
事
へ
全

不
埋
骨
'
直
是
可
情
｡｣｣

一
昔
前
の
文
章
に
は
気
骨
が
あ
-
'
だ
か
ら
そ
の
文
も
た
-
ま
し

か

っ
た
｡
欧
公
や
東
城
は
み
な
や
は
-
軽
挙
と
い
う
根
本
に
力
を
注

い
で
い
る
｡
近
頃
の
人
は
ひ
た
す
ら
枝
葉
末
節
の
と
こ
ろ
で
飾
り
立

が
二

て
る
ば
か
-
だ
｡
冴
鼓
の
踊
り
を
舞
う
よ
う
な
も
の
で
'
そ
こ
に
は

男
に
女
'
僧
侶
に
道
士
'
雑
多
な
役
と
な
ん
で
も
揃

っ
て
い
る
が
'

す
べ
て
作
り
物
だ
｡
以
前
徐
端
立
が
こ
う
い
っ
て
い
る
の
を
謹
ん
だ
､

｢
石
林
が
か
つ
て
云
う
に
は

｢今
の
世
に
文
章
な
ん
て
あ
る
も
の
か
｡

た
だ
減
字
法
と
換
字
法
が
あ
る
だ
け
さ
｡
例
え
ば

｢湖
州
｣
と
い
う
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の
に
'
必
ず

｢州
｣
を
取
-
去

っ
て
､
｢湖
｣
と
だ
け

い
う
'
こ
れ

と
う
じ
よ
･フ

が
減
字
法
だ
｡
で
な
け
れ
ば

｢
言

上

｣

と

い
う
'
こ
れ
が
換
字
法

だ
｣

｡｣

李
方
子
記
す
｡
襲
蓋
卿
の
記
録
に
は
い
う
､
｢近
頃
の
人
が
文
章
を

書
-
の
は
'
紅
や
白
粉
で
化
粧
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
､
た
-
ま
し
さ
も
な

け
れ
ば
､
気
骨
も
な
い
｡
ち
ょ
う
ど
謂
鼓
の
踊
-
を
舞
う
よ
う
な
も
の
で
'

男
あ
り
､
女
あ
-
'
僧
侶
に
造
士
に
秀
才
あ
-
だ
が
へ
す
べ
て
作
-
物
だ
｡

以
前
徐
端
立
が
こ
う
い
っ
て
い
る
の
を
謹
ん
だ
､
｢石
林
が
か
つ
て
云
う
に

は
､
｢今
の
世
の
文
章
は
､
た
だ
換
字
法
と
減
字
法
を
使
う
だ
け
だ
｡
例
え

ば

｢湖
州
｣
と
い
う
の
に
'
｢湖
｣
と
だ
け
い
う
'
こ
れ
が
減
字
法
だ
｡
で

な
け
れ
ば

｢言
上
｣
と
い
う
'
こ
れ
が
換
字
法
だ
｣
｡
｣

以
前
張
安
道
の
科
挙

の
答
案
を
見
た
が
､
そ
の
文
章
は
み
な
し
ゃ
ん
と
し
た
気
骨
が
あ
っ
た
｡｣

摩
謙
の
記
録
に
は
い
う
､
｢｢近
頃
の
文
章
は
､
ま
っ
た
-
気
骨
が
な
い
｡
か

っ
て
先
輩
た
ち
は
受
験
用
の
文
章
を
書
-
に
も
､
賓
直
に
事
案
を
並
べ
'
賓

直
に
典
椋
を
引
き
'
質
賓
に
道
理
を
述
べ
た
｡
見
映
え
は
し
な
い
が
へ
気
骨

は
あ
る
o
近
頃
の
人
の
文
章
は
ま
っ
た
-
気
骨
が
な
-
'
冴
鼓
の
踊
-
を
舞

う
よ
う
な
も
の
で
'
眉
を
描
き
目
に
隈
取
り
を
し
､
僧
侶
あ
り
'
道
士
あ
-
'

婦
人
あ
り
'
村
人
あ
-
'
俗
人
あ
り
'
役
人
あ
-
､
講
書
人
あ
り
だ
が
､
本

物
で
は
な
い
｡
だ
が
み
な
人
々
を
惑
わ
す
に
は
十
分
で
､
ま
っ
た
-
お
笑
い

だ
｡｣
あ
る
人
が
'
｢科
挙
で
虎
の
巻
を
禁
止
し
た
結
果
で
す
｣
と
い
う
と
'

い
わ
れ
る
に
は
､
｢そ
う
じ
ゃ
な
い
｡
も
と
も
と
時
代
の
好
尚
が
こ
う
な
の

だ
｡
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
'
ま
っ
た
-
根
本
が
な
い
の
で
'
人
に
引

き
ず
ら
れ
て
､
つ
い
ま
ね
し
て
し
ま
う
の
だ
｡
ち
ょ
う
ど
最
近
何
か
新
し
い

こ
と
を
や
る
の
に
､
誰
か
が
や
り
出
す
と
'
誰
か
が
異
似
を
し
て
'
た
ち
ま

ち
の
う
ち
に
天
下
に
贋
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
と
同
じ
だ
｡
本
来
取

り
組
む
べ
き
こ
と
に
は
'
ま

っ
た
-
取
り
あ
お
う
と
し
な
い
'
賓
に
残
念

だ
｡
｣

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

｢奮
見
徐
端
立
言
｣
1

｢暫
見
徐
端
立
文

言
｣

｢方
子
｣
(記
録
者
)
1

｢公
晦
｣

｢蓋
脚
線
云
｣
1

｢按

襲
蓋
卿
有
詳
略
､
雷
是

1
時
所
共
聞
'
今
附
注
云
｣

｢却
是
姻
脂
賦

粉
粧
成

｢1

｢却
是
燕
脂
蹴
粉
粧
成
｣

｢謙
録
云
｣
1

｢徳
之
問
う

陳
後
山
文
字
如
何
'
先
生
日
'
後
山
文
有
法
度
､
黄
桂
銘
'
娩
出
諸
公

皆
数
社
｡
按
摩
録
意
同
､
今
附
云
｣

｢只
不
是
本
棟
人
｣
1

｢只
本

不
是
本
棟
人
｣

｢云
'
不
然
｣
1

｢先
生
.H
'
不
然
｣

｢正
如
而

今
作
件
物
事
｣
1

｢且
如
而
今
作
件
物
事
｣

朝
鮮
古
活
字
本

｢却
是
胴
脂
蹴
粉
粧
成

｢1

｢却
是
燕
脂
蹴
粉
粧

成
｣

｢正
如
而
今
作
件
物
事
｣
1

｢何
如
而
今
作
件
物
事
｣

｢禁

懐
挟
所
致
｣
1

｢襟
懐
裸
所
致
｣

(注
)

｢本
領
｣
は
'
根
本
の
も
の
'
根
本
の
賓
力
｡
｢読
書
法
下
｣
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8
催
参
照
｡

｢諦
鼓
｣
は
'
訪
鼓
殿
｡
末
代
に
民
間
で
行
わ
れ
た
扮
装
厳
の
l
種
.

軍
中
よ
-
始
ま
っ
た
と
云
わ
れ
る
.
｢王
子
醇
初
午
配
州河
､
達
陸
寧
静
､

ヽ
ヽ
ヽ

講
武
之
暇
､
因
数
軍
鶏
訪
鼓
戯
'
教
年
間
逐
盛
行
於
世
｡
其
拳
動
舞
按

之
節
輿
倭
人
之
詞
'
皆
子
醇
所
製
也
｡
戎
云
子
醇
嘗
輿
西
入
射
陣
､
兵

未
交
'
子
醇
命
軍
士
百
鎗
人
装
鵠
語
数
隊
続
出
軍
前
､
虜
見
皆
惜
胎
.

進
兵
奮
撃
'
大
破
之
｡｣
(彰
乗

『積
墨
客
揮
犀
』
)

｢徐
端
立
｣
は
､
徐
度
へ
端
立
は
字
'
も
と
字
を
惇
立
あ
る
い
は
敦

立
と
す
る
が
'
南
宋

･
光
宗
の
諒

｢惇
｣
を
避
け
て
'
端
立
と
稀
す
る
｡

著
に

『囲
紀
』
六
十
巻
'
『却
掃
篇
』
十
三
巻
が
あ
る
｡
『宋
元
草
案
』

巻
二
七
｡

｢石
林
｣
は
､
菓
夢
得

二

〇
七
七
-

一
一
四
八
)'
字
は
少
慈
'

石
林
は
競
｡
『春
秋
俸
』
二
十
巻
､
『石
林
燕
語
』
十
巻
､
『避
暑
錦
話
』

二
巻
､
『石
林
詩
話
』

1
巻
な
ど
の
著
作
が
あ
る
｡
『宋
元
撃
案
』
巻
九

六
､
『宋
史
』
巻
四
四
五
｡

｢湖
州
｣
は
､
い
ま
漸
江
省
湖
州
市
｡
｢言
｣
は
こ
こ
を
東
北
流
し

て
太
湖
に
入
る
書
漢
の
こ
と
｡

｢張
安
道
｣
は
'
張
万
年
の
こ
と
｡

｢入
眼
｣
は
､
心
に
か
な
う
､
気
に
入
る
｡

｢懐
挟
｣
は
'
科
挙
受
験
の
カ
ン
ニ
ン
グ
用
ノ
ー
-
｡
欧
陽
情
の

｢催
約
撃
人
懐
挟
文
字
剤
子
｣
(
『奏
議
集
』
巻

一
五
)
に
'
｢窺
聞
近

年
翠
人
'
公
然
懐
挟
文
字
､
皆
是
小
紙
細
書
'
抄
節
甚
惰
｡
毎
寓

1
本
'

W
H
#
5
11-l
l+
+
oJ

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

側
(興
膳
･木
津
･
斎
藤
)

｢本
柄
｣
は
'
根
本
｡
ま
た

｢本
領
｣
と
同
義
｡

｢尤
而
致
之
｣
は
､
『左
侍
』
値
公
二
十
四
年
の

｢尤
而
致
之
'
罪

又
甚
蔦
｡｣
を
踏
ま
え
る
｡

1-5

貫
穿
百
氏
及
経
史
'
乃
所
以
排
験
是
非
'
明
此
義
理
'
豊
特
欲

使
文
詞
不
随
而
巳
｡
義
理
臨
明
へ
又
能
力
行
不
倦
'
則
其
存
諸
中
者
､

必
也
光
明
四
連
､
何
施
不
可
｡
費
而
馬
言
'
以
宣
其
心
志
'
普
自
尊

越
不
凡
､
可
愛
可
博
夫
｡
今
執
筆
以
習
研
鋳
華
宋
之
文
'
務
悦
入
着
'

外
而
巳
'
可
祉
也
臭
｡
人
傑
｡
以
下
論
作
文
｡

諸
子
百
家
や
経
書
史
書
に
通
じ
る
の
は
､
是
非
を
見
き
わ
め
'
義

理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
｡
ま
さ
か
文
章
を
見
映
え
よ
-
す
る
た

め
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
｡
義
理
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
'
さ
ら
に
た

ゆ
ま
ず
努
力
す
れ
ば
､
内
に
蓄
え
ら
れ
た
も
の
が
'
必
ず
や
四
方
に

輝
き
出
て
'
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
う
ま
-
行
-
｡
文
章
に
表
わ
し
て
､

志
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
'
お
の
ず
と
燦
然
と
し
て
非
凡
な
も
の
と
な

り
､
愛
好
さ
れ
博
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
｡
い
ま
文
章
の
修
辞
に
凝
る
こ

と
に
意
を
砕
い
て
'
人
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
す
る
の
は
'
う
わ
べ

だ
け
の
こ
と
で
'
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
｡
寓
人
傑
記
す
｡
以
下
作
文
を
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論
じ
る
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
東
本

｢以
下
論
作
文
｣
1
映

(注
)

｢貰
穿
｣
は
､
つ
ら
ぬ
-
こ
と
｡
『漢
書
』
巻
六
二

｢司
馬
遷

俸
｣
の

｢質
｣
に

｢亦
其
渉
猟
者
贋
博
'
貰
穿
経
博
'
馳
騨
古
今
'
上

下
敏
千
載
間
､
斯
以
勤
臭
｡｣
と
あ
る
｡

｢尊
而
罵
言
…
-
｣
は
､
『毛
詩
』
大
序
の

｢話
者
志
之
所
之
也
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

在
心
篤
志
､
聾
lll口篤
詩
｡｣
を
踏
ま
え
た
表
規
｡

1-6

遺
著
'
文
之
根
本
｡
文
者
'
道
之
枝
葉
｡
惟
其
根
本
乎
道
'
所

以
尊
之
於
文
'
皆
道
也
｡
三
代
聖
賢
文
章
'
皆
従
此
心
案
出
'
文
便

是
道
｡
今
東
披
之
言
日
'
｢吾
所
謂
文
'
必
輿
造
供
｡｣

則
是
文
白
文

而
道
日
通
へ
待
作
文
時
'
旋
去
討
箇
道
東
入
放
裏
面
'
此
是
宅
大
病

虞
.
只
是
色
毎
常
文
字
華
妙
'
包
寵
賂
去
､
到
此
不
覚
漏
逗
｡
説
出

他
本
根
痛
痛
所
以
然
庭
､
縁
他
都
是
因
作
文
'
却
漸
漸
説
上
道
理
来
｡

不
是
先
理
曾
得
道
理
了
､
方
作
文
､
所
以
大
本
都
差
｡
畝
公
之
文
則

稽
近
於
道
'
不
馬
空
言
｡
如
唐
頑
禦
志
云
'
｢三
代
而
上
'
治
出
於

一
｡
三
代
而
下
'
治
出
於
二
｡｣
此
等
議
論
極
好
'
蓋
猶
知
得
只
是

一
本
｡
如
東
城
之
説
'
則
是
二
本
､
非

l
本
美
｡
個
O

道
は
文
の
根
本
で
あ
り
､
文
は
道
の
枝
葉
で
あ
る
｡
道
に
根
ざ
し

て
い
れ
ば
こ
そ
､
文
に
現
わ
れ
た
も
の
も
､
み
な
道
に
な
る
｡
三
代

の
聖
賢
の
文
章
は
'
み
な
こ
の
心
か
ら
吐
露
さ
れ
た
も
の
で
､
文
が

そ
の
ま
ま
道
だ
｡
い
ま
東
城
の
こ
と
ば
に

｢吾
の
謂
う
所
の
文
は
'

必
ず
道
と
供
に
す
｣
と
あ
る
が
'
こ
れ
で
は
文
は
文
'
道
は
道
と
い

う
こ
と
に
な
り
､
文
章
を
書
-
段
に
な
っ
て
'
あ
わ
て
て
道
を
見
つ

け
だ
し
て
文
中
に
放
り
こ
む
わ
け
で
'
こ
れ
こ
そ
彼
の
大
き
な
訣
鮎

だ
｡
彼
は
い
つ
も
文
章
を
こ
と
ば
巧
み
に
飾
っ
て
､
包
み
隠
し
て
し

ま
う
が
'
こ
こ
に
至
っ
て
思
わ
ず
ぼ
ろ
が
出
て
､
彼
の
根
本
的
な
映

鮎
の
原
因
を
白
状
し
て
し
ま

っ
て
い
る
｡
か
れ
は
い
つ
も
ま
ず
文
章

を
作
る
の
が
き
っ
か
け
で
､
だ
ん
だ
ん
道
理
に
説
き
出
す
の
で
あ
り
'

ま
ず
道
理
に
取
り
組
ん
で
か
ら
､
文
章
を
書
-
の
で
は
な
い
か
ら
'

大
本
が
ま
る
で
駄
目
な
の
だ
｡
欧
公
の
文
章
は
い
-
ら
か
道
に
近
い

も
の
で
'
空
言
で
は
な
い
｡
『新
唐
書
』
椎
柴
志
に

｢三
代
よ
-
上

は
､
治
は

1
に
出
づ
｡
三
代
よ
-
下
は
､
治
は
二
に
出
づ
｣
と
い
う

が
､
こ
う
い
っ
た
議
論
は
立
派
な
も
の
で
､
や
は
り
根
本
は
た
だ

一

つ
と
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
｡
東
被
の
説
の
よ
う
だ
と
'
本
は

二
つ
あ
っ
て
､

1i
つ
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
｡
沈
偶
記
す
.

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
候
を
鉄
-
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朝
鮮
古
活
字
本

｢到
此
不
覚
漏
逗
｣
1

｢到
此
不
覚
漏
透
｣

(注
)

｢吾
所
謂
文
-
…
｣
は
､
｢祭
欧
陽
文
忠
公
文
｣
(
『蘇
拭
文
集
』

巻
六
三
'
『末
文
鑑
』
巻

1
三
四
)
の
文
｡
た
だ
し
'
こ
れ
は
蘇
珠
が

歓
陽
伸
の
言
葉
を
引
い
た
も
の
｡

｢包
寵
｣
は
'
包
み
隠
す
'
通
告
に
丸
め
こ
む
と
い
う
こ
と
｡
｢今

ヽ
ヽ

公
議
詩
'
只
是
勝
己
意
去
包
寵
他
､
如
倣
時
文
相
似
｡
中
間
委
曲
周
旋

之
意
'
蓋
不
曾
埋
骨
得
'
済
得
甚
事
｡｣
(｢詩

一

論
議
詩
｣
巻
八

+

･
20
86
)

｢漏
逗

｣

は
､
ぼ
ろ
が
出
る
と
い
う
こ
と
｡
｢孟
子
初
見
勝
世
子
'

想
是
見
其
資
質
好
へ
逐
即
其
本
原

一
切
鴬
他
啓
迫
了
｡
世
子
若
是
負
荷

得
時
､
便
只
是
如
此
了
｡
及
其
復
見
孟
子
､
孟
子
見
英
領
略
末
得
'
更

不
説
了
｡
只
是
尊
他
志
'
但
得
於
此
勉
之
'
亦
可
以
至
彼
｡
若
史
記
､

ヽ
ヽ

便
漏
逗
了
｡
常
時
啓
辿
之
言
想
見
甚
好
'
惜
其
不
全
記
､
不
得

一
観
｡｣

(｢孟
子
五

膝
丈
公
上
｣
巻
五
五

二
UO∞)

｢三
代
而
上
･･････)
は
､
『新
唐
音
』
巻
二

｢穫
楽
志

l
J
の

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

｢由
三
代
而
上
､
治
出
於

l
'
而
穫
奨
連
子
天
下
､
由
三
代
而
下
'
治

出
於
二
､
両
碓
契
鵠
虚
名
｡｣
に
よ
る
｡

1-7

才
要
作
文
章
'
便
是
枝
葉
'
害
者
草
間
'
反
両
夫
也
｡
蕃
昌
｡

も
し
文
章
を
作
ろ
う
と
す
る
と
'
枝
葉
末
節
に
な

っ
て
､
草
間
を

損
ね
て
し
ま
い
､
二
つ
と
も
だ
め
に
な
る
｡
呉
語
呂
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
候
を
訣
-

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

㈲

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

(注
)

｢才
-
-
'
便
…
…
｣
は
'
｢-
-
す
る
と
す
ぐ
に
-
･⊥

の

よ
う
に
前
後
密
接
に
連
頼
す
る
こ
と
を
示
す
構
文
｡

1-8

詩
律
雑
文
'
不
須
埋
骨
｡
科
挙
是
無
可
奈
何
､

一
以
門
戸
､

一

以
父
兄
在
上
音
望
｡
科
挙
却
有
了
時
'
詩
文
之
類
看
無
出
時
節
｡
芝
｡

詩
文
や
雑
文
に
は
'
取
-
組
む
こ
と
は
な
い
｡
科
挙
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
も
の
で
､

一
つ
に
は

一
門
の
た
め
､

一
つ
に
は
父
兄
が
上

で
責
め
立
て
る
か
ら
だ
｡
だ
が
科
挙
に
は
終
わ
-
が
あ
る
が
'
詩
文

な
ど
に
は
､
ど
う
も
き
り
が
な
い
｡
陳
芝
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
故
-

朝
鮮
古
活
字
本

｢詩
律
雑
文
｣
1

｢詩
筆
難
文
｣

｢科
馨
｣
1

｢利
拳
｣

(注
)

｢難
文
｣
は
'
科
挙
に
課
せ
ら
れ
る
文
章
｡
『事
物
紀
原
』
巻

ヽ
ヽ

三

｢雑
文
｣
に

｢唐
貞
観
八
年
へ
劉
思
立
始
令
貢
士
試
難
文
'
今
論
是

也
｣
と
あ
る
｡

｢責
望
｣
は
'
期
待
し
て
責
め
立
て
る
こ
と
｡
｢父
母
責
望
'
不
可

不
磨
翠
｡
如
遇
試
別
人
去
､
堰
己
見
菊
了
出
来
｡｣
(｢撃
七

力
行
｣

一
三

･
247)

畑

l日
説
作
文
'
日
､
｢
不
必
著
意
撃
如
此
文
章
'
但
須
明
理
｡
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理
精
後
'

文
字
自
典
賓
｡

伊
川
晩
年
文
字
'
如
易
博
'
直
是
盛
得
水

任
｡
蘇
子
鴨
稚
気
蒙
善
作
文
'
終
不
兎
疏
漏
虞
｡｣
大
雅
｡

あ
る
日
文
章
の
創
作
に
つ
い
て
い
わ
れ
た
､
｢何
も
こ
と
さ
ら
こ

う
い
う
文
章
を
学
ぶ
ま
で
も
な
-
'
道
理
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
大

切
だ
｡
道
理
に
精
通
す
れ
ば
'
文
章
は
お
の
ず
と
し
っ
か
-
す
る
｡

伊
川
の
晩
年
の
文
章
'
た
と
え
ば

『易
侍
』
な
ど
は
'
ま
っ
た
-
水

も
漏
ら
さ
ぬ
赦
密
さ
だ
｡
蘇
子
略
は
豪
放
で
文
章
も
う
ま
い
が
､
ど

う
し
て
も
穴
が
あ
る
｡
余
大
雅
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

｢不
必
著
意
｣
1

｢不
必
着
意
｣

｢理
精

後
｣
1

｢理
追
精
後
｣

｢終
不
免
疏
漏
庭
｣
1

｢終
不
兎
疎
漏
鹿
｣

朝
鮮
古
活
字
本

｢不
必
著
意
｣
1

｢不
必
着
意
｣

｢終
不
兎
疏

漏
庭
｣
1

｢終
不
兎
疎
漏
庭
｣

(注
)

｢典
賓
｣
は
､
中
身
が
あ
っ
て
し
っ
か
-
し
て
い
る
こ
と
｡

｢呂
輿
叔
中
庸
義
､
典
賓
好
看
､
又
有
春
秋
へ
周
易
解
｡｣
(｢程
子
門

人
呂
輿
叔
｣
1
0
1
･
256
1)

｢伊
川
｣
は
､
程
隈
｡

｢
易

博
｣
は
'
い
わ
ゆ
る

『伊
川
易
博
』
四

巻
｡｢盛

得
水
任
｣
は
'
水
漏
ら
さ
ぬ
ほ
ど
赦
密
な
様
子
｡
｢論
文
上
｣

9
催
参
照
｡

110

間
'
｢要
看
文
以
資
筆
勢
言
語
'
須
要
助
聾
義
理
｡｣
日
､
｢可

看
孟
子
韓
文
｡
韓
不
用
科
段
､
直
便
説
起
去
至
終
篇
'
自
然
純
粋
成

鰹
'
無
破
綻
｡
如
欧
曾
却
各
有

1
箇
科
段
｡
却
曾
撃
曾
､
鵠
其
節
次

完
了
｡
今
覚
得
要
説

一
意
'
須
待
節
次
了
了
'
方
説
得
到
｡
及
這

一

路
走
了
､
左
右
更
去
不
得
｡｣
又
云
'
｢方
之
文
有
淀
虞
｡｣
因
言
'

｢陳
阜
脚
数
入
着
柳
文
了
'
却
看
韓
文
｡
不
知
看
了
柳
文
､
便
自
壊

了
､
如
何
更
看
韓
文
｡｣
方
｡

｢文
章
を
謹
ん
で
'
作
文
の
表
現
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
の
は
'

そ
れ
に
よ
っ
て
義
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
す
よ
ね
｣
と
尋
ね
る

と
､
い
わ
れ
る
に
は
'
｢孟
子
と
韓
文
を
讃
む
が
よ
い
｡
韓
愈
は
段

落
を
用
い
ず
'
説
き
起
こ
し
て
一
気
に
終
わ
-
に
至
-
'
お
の
ず
と

そ
の
ま
ま
ま
と
ま
っ
て
､
破
綻
が
な
い
｡
欧
陽
修
や
曾
葦
の
方
は
は

そ
れ
ぞ
れ
い
ち
い
ち
段
落
を
用
い
る
｡
曾
葦
の
文
章
を
学
ん
だ
こ
と

が
あ
る
が
､
彼
の
文
章
の
次
第
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
た
め
だ
っ
た
｡

何
か
考
え
を
述
べ
る
に
は
､
ま
ず
文
章
の
次
第
を
は
つ
き
-
さ
せ
て

こ
そ
､
十
分
に
説
き
つ
-
せ
る
｡
こ
の
道
筋
が
し
っ
か
り
す
れ
ば
'

脇
道
に
は
そ
れ
よ
う
が
な
い
｡｣

ま
た

｢君
の
文
に
は
ぎ
-
L
や
-

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
ね
｣
と
い
わ
れ
'
つ
い
で
に
い
わ
れ
る
に
は
､
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｢陳
早
卿
は
人
に
柳
文
を
讃
ま
せ
て
か
ら
､
韓
文
を
讃
ま
せ
た
｡
柳

文
を
謹
ん
だ
ら
'
も
う
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
'
そ
れ
か
ら
韓
文

な
ど
謹
め
る
わ
け
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
｡｣
楊
方
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
候
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

｢却
曾
撃
曾
｣
1

｢膏
曾
撃
曾
｣

(注
)

｢科
段
｣
は
'
文
章
の
ま
と
ま
-
｡
段
落
｡

｢節
次
｣
は
､
順
番
'
次
第
｡
｢大
挙
如
一
部
行
程
暦
'
皆
有
節
次
｡

今
入
着
了
､
須
是
行
去
｡
今
日
行
得
到
何
鹿
'
明
日
行
得
到
何
庭
､
方

可
漸
到
那
田
地
｡｣
(｢大
学
一

綱
領
｣
一
四
･
N∽こ

｢陳
阜
卿
｣
は
､
陳
之
茂
､
阜
卿
は
字
'
ま
た
字
を
卓
卿
と
も
す
る
｡

鋸
は
錫
山
｡
紹
興
二

(
一
一
三
二
)
年
の
進
士
｡

111

困
論
文
'
日
'
｢作
文
字
須
是
弄
賓
'
説
得
有
修
理
乃
好
'
不

可
架
空
細
巧
｡
大
卒
要
七
分
賓
､
只
二
三
分
文
｡
如
欧
公
文
字
好
者
､

只
是
弄
賓
而
有
修
理
｡
如
張
承
業
及
富
者
等
博
自
然
好
｡
束
披
如
塞

壁
張
氏
園
亭
記
最
好
'
亦
是
藁
葺
｡
秦
少
瀞
龍
井
記
之
類
'
全
是
架

空
説
去
､
殊
不
起
蔑
人
意
思
｡｣
時
翠
｡

つ
い
で
に
文
を
論
じ
て
い
わ
れ
る
に
は
'
｢文
章
を
作
る
に
は
事

賓
に
も
と
づ
き
､
筋
道
だ
っ
た
述
べ
か
た
を
す
る
の
が
大
切
で
t
で

朱
子
語
類
論
文
篇
評
注

㈲

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

た
ら
め
な
中
身
に
些
末
な
技
巧
で
は
だ
め
だ
｡
だ
い
た
い
は
事
賓
が

七
分
'
文
飾
が
二
三
分
と
い
う
見
首
だ
｡
欧
公
の
文
章
の
立
派
な
も

の
は
､
と
に
か
-
事
賓
に
も
と
づ
い
て
筋
道
だ
っ
て
い
る
｡
張
承
業

や
富
者
た
ち
の
博
は
も
ち
ろ
ん
立
波
だ
｡
東
坂
の

｢塞
壁
張
氏
園
亭

記
｣
は
と
て
も
立
液
だ
が
'
こ
れ
も
事
賓
に
も
と
づ
い
て
い
る
｡
秦

少
瀞
の

｢龍
井
記
｣
な
ど
は
'
ま
っ
た
-
で
ま
か
せ
ば
か
り
で
､
人

の
心
を
て
ん
で
動
か
さ
な
い
｡
播
時
拳
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢張
承
業
及
官
署
等
俸
｣
に
つ
い
て
は
'
｢論
文
上
｣
50
候
を

参
照
｡｢塞

壁
張
氏
園
亭
記
｣
は
､
『宋
文
鑑
』
巻
八
二
'
『蘇
拭
文
集
』
巻

1
1
.｢秦

少
瀞
｣
は
'
秦
観
｡
｢龍
井
記
｣
は
'
『准
海
集
』
巻
三
八
｡
葛

浜
が
錬
丹
の
術
を
行
な
っ
た
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
き
起
こ
し
'
文
中

に
は
紳
異
の
事
を
記
し
'
ま
た
元
豊
二

(
一
〇
七
九
)
年
に
悌
倍
が
大

魚
を
泉
よ
り
躍
り
出
さ
せ
た
と
云
う
｡

112

文
章
要
理
含
本
領
｡
謂
理
｡
前
輩
作
者
多
謹
書
､
亦
随
所
見
埋

骨
'
今
皆
倣
賢
良
進
巻
胡
作
｡

文
章
は
お
お
も
と

(理
の
こ
と
)
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
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第
五
十
八
冊

一
昔
前
の
書
き
手
は
た
-
さ
ん
書
物
を
謹
ん
で
､
理
解
し
た
と
こ
ろ

か
ら
つ
か
ん
だ
が
'
い
ま
は
み
な
賢
良
の
試
験
答
案
の
ま
ね
ご
と
を

し
て
で
っ
ち
あ
げ
て
い
る
｡

校勘)
朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
紋
-

(注)
｢賢
良
｣
に
つ
い
て
は
1-1
保
を
参
照
｡

113

毎
論
著
述
文
章
'
皆
要
有
綱
領
｡
文
定
文
字
有
綱
領
'
亀
山
無

綱
領
'
如
字
説
三
経
耕
之
類
｡
方
｡

著
作
や
文
章
に
は
必
ず
眼
目
が
な
け
れ
ば
な
ら
ん
t
と
常
に
論
じ

て
お
ら
れ
た
｡
｢文
定
の
文
章
に
は
眼
目
が
あ
る
が
'
亀
山
に
は
眼

目
が
な
-
､
『字
説
』
や

『三
経
排
』

の
類
だ
｡｣
楊
方
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

｢文
定
｣
以
下
が
細
字
讐
行

｢三
経
桝
｣
1

｢三
超
群
｣

(注
)

｢文
走
｣
は
'
胡
安
国
｡

｢亀
山
｣
は
'
楊
時

(
一
〇
五
三
1

1
1
三
五
)'
字
は
中
立
､
誼

は
文
靖
'
亀
山
先
生
と
稀
さ
れ
た
.
程
子
門
人
で
あ
り
'
来
賓
に
と
っ

て
は
先
輩
｡
朱
子
が
楊
時
の
学
問
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
､
『語
類
』
巻

一
〇

一
｢程
子
門
人

楊
中
立
｣
の
章
に
詳
し
い
｡

｢字
説
｣
も

｢三
経
耕
｣
も
と
も
に
王
安
石
の
著
作
｡
科
挙
受
験
の

テ
キ
ス
I
と
さ
れ
､
大
い
に
行
わ
れ
た
.
｢三
経
排
｣
は

｢三
経
義
｣

と
も
｡
『宋
史
』
巻
三
二
七

｢王
安
石
俸
｣
に
は
､
｢初
､
安
石
訓
樺

ヽ
ヽ

詩

･
番

･
周
蔵
'
挽
成
､
頒
之
撃
官
'
天
下
鍍
日
新
義
｡
晩
居
金
陵
､

又
作
字
説
､
多
穿
聖
俸
合
o
其
流
入
於
悌
老
o

i
時
学
者
'
無
敢
不
侍

習
､
圭
司
純
用
以
取
士
､
士
莫
得
自
名

一
説
､
先
儒
傍
証
､

一
切
廃
不

用
｡｣
と
あ
り
､
『語
類
』
に
は

｢刑
公
作
字
説
時
'
只
在

一
輝
寺
中
0

掃
床
前
置
筆
硯
'
掩

l
轟
燈
｡
人
有
書
翰
来
者
､
祈
封
皮
埋
放

l
遠
O

就
倒
椎
床
睡
少
時
'
又
忽
然
起
来
菊

l
繭
字
､
看
東
都
不
曾
眠
｡
字
本

来
無
許
多
義
理
､
他
要
箇
箇
如
此
倣
出
来
'
又
要
照
願
須
前
後
､
要
相

貫
通
｡｣
(｢本
朝
四

日
配
州寧
至
靖
康
用
人
｣

l
三
〇

･
3
)00)
､
｢王

介
甫
三
経
義
固
非
聖
人
意
'
然
猶
使
学
者
知
所
統

一
｡
不
遇

専

念

本
経
'

及
看
注
解
'
而
以
其
本
法
之
説
馬
文
節
､
圭
司
考
其
工
拙
'
而
走
去
留

耳
｡
山豆
若
今
之
逼
経
背
義
'
窓
鵠
奇
説
'
而
無
所
底
止
哉
.
昔
時
紳
宗

ヽ
ヽ
ヽ

令
介
甫
道
三
経
義
'
意
思
本
好
｡
只
是
介
甫
之
撃
不
正
､
不
足
以
澄
明

聖
意
鵠
可
情
耳
｡｣
(｢末
子
六

論
取
士
｣

1
〇
九

･
2
694
)
な
ど
と

論
じ
ら
れ
る
｡

114

前
輩
倣
文
字
'
只
依
定
格
依
本
分
倣
､
所
以
倣
得
甚
好
｡
後
来

人
却
厭
其
骨
格
'
則
埜

一
般
新
格
倣
｡
本
是
要
好
'
然
未
好
時
先
差

去
聾
｡
異
了
｡
又
云
､
｢前
輩
用
言
語
'
古
人
有
説
底
国
是
用
'
如

世
俗
常
説
底
亦
用
｡
後
来
人
都
要
別
撰

一
般
新
奇
言
語
'
下
相
輿
文
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章
都
差
異
了
.
却
洛
差
異
底
説
話
換
了
那
尋
常
底
説
話
｡
秦

｡

一
昔
前
の
人
が
文
章
を
作
る
と
き
は
'
も

っ
ぱ
ら
定
型
と
基
本
に

従

っ
て
作

っ
て
い
る
か
ら
'
よ
-
出
来
て
い
る
の
だ
｡
後
の
人
は
定

型
を
い
や
が
っ
て
'
何
か
目
新
し
い
型
に
襲
え
て
作
る
｡
も
と
も
と

よ
か
れ
と
思
っ
て
し
た
の
だ
が
､
よ
-
な
る
前
に
お
か
し
-
な
っ
て

し
ま
う
｡｣
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢前
の
世
代
の
人
が
こ
と
ば
を
用

い
る
と
き
は
､
昔
の
人
の
言
葉
が
あ
れ
ば
む
ろ
ん
そ
れ
を
用
い
､
世

俗
の
通
常
の
言
葉
も
ま
た
用
い
た
｡
後
の
人
は
べ
つ
に
新
奇
な
言
葉

を
ひ
ね
り
出
そ
う
と
し
て
､
結
局
文
章
も
ま
る
で
お
か
し
-
な
っ
て

し
ま
っ
た
｡
〔な
の
に
ふ
つ
う
の
言
い
方
を
お
か
し
な
言
い
方
に
換
え
て
し

ま
っ
て
い
る
｡〕｣
呂
素
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

｢却
賂
差
異
底
｣
以
下
が
細
字
襲
行

(諸
本
同
｡

本
文
は
そ
れ
に
従
っ
た
)

(注
)

｢定
格
｣
は
､
さ
だ
ま
っ
た
形
式
'
｢本
分
｣
は
基
礎
へ
基
盤
｡

ま
た

｢本
領
｣
｢本
柄
｣
な
ど
と
同
義
に
用
い
る
｡
｢今
来
専
去
理
曾
時

文
､
少
間
身
己
全
倣
不
是
'
這
是
一
項
人
｡
又
有
一
項
人
､
不
埋
骨
時

文
､
去
埋
骨
道
理
'
少
閉
所
倣
底
事
'
却
輿
所
撃
不
相
関
｡
又
有
依
本

分
'
就
所
見
走
是
要
航
行
'
也
不
須
去
詩
学
｡
這
箇
少
間
只
是
倣
待
合

差
､
亦
不
至
大
狼
狽
｡
只
是
如
今
如
這
般
人
へ
己
是
大
段
好
了
｡｣

末
子
語
類
論
文
篇
諸
法
㈲
(興
膳
･木
津
･斎
藤
)

(｢撃
七

力
行
｣
l
三

･
243)

｢
一
般
｣
は
'
一
種
の
､
あ
る
種
の
と
い
う
意
｡

｢差
異
｣
は
､
喬
異
な
､
お
か
し
な
と
い
う
意
｡
｢｢載
鬼

一
車
｣
等

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

語
所
以
差
異
者
'
馬
他
這
般
事
是
差
異
底
事
'
所
以
却
把
世
間
差
異
底

明
之
｡
世
間
自
有
這
般
差
異
底
事
｡｣
(｢易
八

際
｣
七
二
･
4830)

115

間

｢舎
弟
序
子
文
字
如
何
進
工
夫
｣
云
云
｡
日
､
｢看
得
韓
文

熟
｡｣
暁
鐘
云
'
｢看

一
撃
者
文
字
､
日
へ
｢好
好
讃
得
韓
文
熟
｡｣
｣
又
日
､

｢要
倣
好
文
字
'
須
是
理
曾
道
理
｡
更
可
以
去
韓
文
上

一
哉
､
如
西

漠
文
字
用
工
｡｣
間
'
｢史
記
如
何
｡｣
日
､
｢史
記
不
可
撃
'
撃
不
成
､

却
鹸
了
'
不
如
且
埋
骨
法
度
文
字
｡｣
間
後
山
畢
史
記
｡
日
､
｢後
山

文
字
極
法
度
､
幾
於
太
法
度
了
｡
然
倣
許
多
砕
句
子
､
是
撃
史
記
｡｣

又
日
､
｢後
世
人
資
棄
輿
古
人
不
同
｡
今
人
去
撃
左
俸
図
譜
'
皆

l

切
踏
踏
地
説
去
'
没
収
熱
｡｣
揚
｡

｢わ
か
い
者
の
学
ぶ
文
章
は
ど
ん
な
ふ
う
に
勉
強
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
｣
な
ど
と
尋
ね
る
と
､
｢韓
文
を
よ
-
よ
む
こ
と
だ
｣
と

い
わ
れ
た
｡
鏡
録
に
は
､
あ
る
学
生
の
文
章
を
謹
ん
で
'
｢よ
-
よ
-
韓
文

を
よ
む
こ
と
だ
｣
と
い
わ
れ
た
'
と
あ
る
｡
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢
よ

い
文
章
を
書
-
に
は
､
ま
ず
道
理
を
つ
か
む
こ
と
だ
｡
さ
ら
に
韓
文
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第
五
十
八
筋

の

一
つ
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
'

前
漠
の
文
章
を
勉
強
す
る
の
も
よ
か

ろ
う
｡｣
｢史
記
は
い
か
が
で
し
ょ
う
｣
と
尋
ね
る
と
､
い
わ
れ
る
に

は
､
｢史
記
は
学
ん
で
は
い
け
な
い
｡
ち
ゃ
ん
と
学
べ
な
い
と
'
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
｡
き
ち
ん
と
し
た
文
章
を
ま
ず
習
得
す
る

の
が
よ
い
｡｣
後
山
が

『史
記
』
を
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
'
い
わ
れ
る
に
は

｢後
山
の
文
章
は
き
わ
め
て
き
ち
ん
と
し
て
い

て
'
き
ち
ん
と
し
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
だ
が
'
ば
ら
ば
ら
の
文
も
多
く
'

そ
れ
は

『史
記
』
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
だ
｡｣
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
､

｢後
世
の
人
の
資
質
は
古
人
と
ち
が
う
｡
い
ま
の
人
は

『左
俸
』
や

『囲
語
』
を
学
ぶ
と
'
何
も
か
も
だ
ら
だ
ら
と
述
べ
た
て
て
'
止
め

ど
が
な
い
｡
包
揚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢韓
文
｣
は
'
韓
愈
の
文
章
｡

｢舎
弟
序
子
｣
は
解
し
難
い
箇
所
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は

｢序
子
｣
を

｢舎
弟
｣
と
同
構
造
の
語
と
と
ら
え
､
｢庫
序

(学
校
)｣
へ
通
う
学
徒

の
意
に
解
し
'
四
字
で

｢身
内
の
年
若
の
者
｣
と
し
て
課
し
た
｡
但
し

｢序
子
｣
が
学
校
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
､
｢舎
弟
が
学
校
で

(学
ぶ
)｣
と
い
う
意
に
な
ろ
う
｡
｢舎
弟
｣
は
弟
の
意
｡

｢
l
戟
｣
は
'
一
段
､
1
直
切
-
.
｢戟
｣
は
量
詞
で
､
あ
る
〓
疋

の
置
切
-
を
示
す
｡

｢後
山
｣
は
'
陳
師
道
｡
『史
記
｣
を
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は

｢論
文
上
｣
84
候
を
参
照
｡

｢紫
｣
は

｢殺
｣
に
同
じ
-
程
度
の
激
し
い
こ
と
を
い
う
｡
76
候
の

｢合
殺
｣
の
用
法
に
同
じ
｡

116

文
字
奇
而
穏
方
好
｡
不
奇
而
穏
'
只
是
間
数
｡
素
｡

文
章
は
個
性
的
で
手
堅
い
の
が
よ
い
｡
個
性
が
な
-
て
手
堅
い
の

は
､
だ
ら
だ
ら
す
る
ば
か
り
だ
｡
呂
素
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢閣
報
｣
は
､
し
ま
-
の
な
い
こ
と
｡
｢論
文
上
｣
17
候
参
照
｡

117

作
文
何
必
苦
留
意
｡
又
不
可
太
番
場
'
只
略
致
整
斉
足
臭
｡
文

蔚

｡文
章
を
作
る
の
に
何
も
そ
う
凝
る
必
要
は
な
い
｡
い
い
加
減
す
ぎ

る
の
も
だ
め
だ
が
t
だ
い
た
い
が
整
う
よ
う
に
す
れ
ば
充
分
だ
｡
陳

文
蔚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢市
場
｣
は
､
い
い
加
減
な
こ
と
.
｢学
者
平
居
議
論
多
額
場
'

臨
事
難
望
ti]倣
得
事
｡｣
(｢栄
子
十
八

訓
門
人
九
｣
1
二
一
･
2945)
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｢整
斉
｣
は
'
き
ち
ん
と
し
て
い
る
こ
と
､
整
っ
て
い
る
こ
と
｡

118

前
輩
作
文
者
'
古
文
有
名
文
字
'
皆
模
擬
作

一
篇
｡
故
後
有
所

作
時
､
左
右
逢
原
｡

一
昔
前
の
文
章
家
は
'
古
人
の
有
名
な
文
章
を
'
必
ず
模
擬
し
た

も
の
だ
｡
だ
か
ら
自
分
で
作
る
段
に
な
っ
て
も
'
自
由
自
在
だ

っ
た
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢左
右
逢
原
｣
は
'
『孟
子
』
離
婁
下
の

｢孟
子
日
｡
君
子
深

造
之
以
道
｡
欲
其
自
得
之
也
｡
自
得
之
｡
別
居
之
安
｡
居
之
安
｡
則
資

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

之
深
｡
資
之
探
｡
則
取
之
左
右
逢
其
原
｡
故
君
子
欲
其
自
得
之
也
｡｣

に
も
と
づ
-
｡

119

因
論
詩
､
日
､
｢嘗
見
博
安
通
説
篤
文
字
之
法
'
有
所
謂

｢筆

力
｣
､
有
所
謂

｢筆
路
｣
｡
筆
力
到
二
十
歳
許
便
走
了
､
便
後
来
長
進
､

也
只
就
上
面
添
得
些
子
｡
筆
路
則
常
枯
弄
時
､
轄
開
拓
｡
不
枯
弄
'

便
荒
廃
｡
此
説
本
出
於
李
漠
老
､
看
来
作
詩
亦
然
｡
｣
薙
｡

そ
こ
で
詩
を
論
じ
て
い
わ
れ
る
に
は
､
｢以
前
俸
安
道
が
､
文
章

の
書
き
方
を
説
い
て
､
｢筆
力
｣
な
る
も
の
が
あ
-

｢筆
路
｣
な
る

も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
｡
筆
力
は
二
十
歳
ぐ
ら

末
子
語
類
論
文
篇
詩
法
㈲
(輿
膳
･木
津
･斎
藤
)

い
で
定
ま

っ
て
し
ま
い
､
あ
と
で
進
歩
し
た
と
こ
ろ
で
､
表
面
に
い

-
ら
か
付
け
加
わ
る
だ
け
だ
｡
筆
路
は
'
い
つ
も
筆
を
手
に
し
て
い

れ
ば
ど
ん
ど
ん
開
け
る
が
'
筆
を
持
た
な
い
と
'
す
ぐ
に
さ
び
れ
て

し
ま
う
､
と
ね
｡
こ
の
説
は
李
漢
老
か
ら
出
た
も
の
だ
が
､
ど
う
や

ら
詩
を
作
る
の
も
同
じ
だ
ね
｡｣

呉
雄
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

｢嘗
見
俸
安
通
説
為
文
字
之
法
｣
1

｢嘗
見

博
安
道

[自
得

(細
字
讐
行
)]
説
馬
文
字
之
法
｣

｢看
来
作
詩
亦

然
｣
1

｢看
得
来
作
詩
亦
然
｣

(注
)

｢博
安
道
｣
は
'
博
自
得

(
1
1
1
六
-
1
一
八
三
)'
安
道

は
字
｡
朱
子
に

｢博
公
行
状
｣
(
『末
文
公
文
集
』
巻
九
八
)
が
あ
る
｡

『宋
史
翼
』
巻

1
二
｡

文
章
が
若
い
頃
に
定
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
'
｢論
文
上
｣

17
候
を
参
照
｡

｢李
漠
老
｣
は
､
李
郁

(
l
〇
八
五
-
一
一
四
六
)'
漠
老
は
字
｡

雲
轟
と
礁
す
る
｡
朱
子
に

｢雲
食
李
公
文
集
序
｣
(『末
文
公
文
集
』
巻

七
六
)
が
あ
る
｡
『宋
史
』
巻
三
七
五
｡

｢筆
力
｣
は
'
文
章
の
勢
い
'
力
強
さ
｡
｢欧
公
文
字
大
綱
好
鹿
多
'

晩
年
筆
力
亦
衰
｡
曾
南
豊
議
論
平
正
､
耐
鮎
槍
｡
李
泰
伯
文
亦
明
白
好

看
｡｣
(｢本
朝
四

自
照
寧
至
靖
康
用
人
｣
一
三
〇
･
〕〓
O

｢筆
路
｣
は
'
文
章
の
流
れ
｡

｢括
弄
｣
は
'
手
に
取
る
こ
と
｡
｢有
枯
弄
得
熟
底
'
只
把
在
手
上
へ
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便
知
是
若
干
斤
雨
､

更
不
用
稀
｡
此
無
他
'
只
是
熟
｡
今
日
也
枯
弄
'

ヽ
ヽ

明
日
也
枯
弄
'
久
久
白
熱
｡
也
如
百
工
技
蛮
倣
得
精
者
､
亦
是
熟
後
便

精
｡｣
(｢朱
子

1
五

訓
門
人
六
｣

二

八

･
28
50
)

1-0
図
説
伯
恭
所
批
文
'
日
'
｢文
章
洗
車
饗
化
無
窮
'
崖
可
限
以

如
此
｡｣

某
国
説
､
｢陸
教
授
謂
伯
恭
有
箇
文
字
腔
子
'
才
作
文
字
時
､

便
将
来
入
箇
腔
子
倣
､
文
字
気
脈
不
長
｡｣
先
生
日
'
｢他
便
是
眼
高
'

見
得
破
｡｣

そ
こ
で
伯
恭
批
鮎
の
文
章
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
に
は
'
｢文
章
は

奨
特
極
ま
り
な
い
の
に
'
こ
ん
な
ふ
う
に
制
約
で
き
よ
う
か
｡｣
私

が
そ
こ
で
､
｢陸
教
授
は
'
伯
恭
に
は
文
章
の
型
が
あ

っ
て
､
文
章

を
作
る
と
き
に
は
'
そ
の
型
に
は
め
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
'
文
章
の

気
脈
が
伸
び
な
い
t
と
い
わ
れ
ま
し
た
｡｣

と
申
し
上
げ
る
と
､
い

わ
れ
る
に
は
'
｢彼
は
目
が
高
い
ね
｡
見
抜
い
て
い
る
よ
｡｣

と
い
わ

れ
た
｡(校

勘
)

朝
鮮
古
菊
本

本
棟
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

｢入
箇
腔
子
倣
｣
1

｢入
筒
腔
子
故
｣

(注
)

｢伯
恭
｣
は
､
呂
租
謙
｡
｢伯
恭
所
批
文
｣
は
'
例
え
ば

『古

文
開
鍵
』
に
見
る
よ
う
な
呂
租
謙
の
評
鮎
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
｡

｢陸
教
授
｣
は
､
陸
九
齢

(
二

二
三
-

一
一
八
〇
)'
字
は
子
書
'

陸
九
淵
の
兄
で
'
二
陸
と
栴
さ
れ
た
｡
全
州
の
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
た

め
'
陸
教
授
と
云
う
｡
誼
は
文
達
へ
復
斎
先
生
と
稀
さ
れ
た
｡
朱
子
に

｢祭
隆
子
寿
教
授
文
｣
(『末
文
公
文
集
』
巻
九
四
)
が
あ
る
｡
『宋
史
』

巻
四
三
四
㌧
『宋
元
撃
案
』
巻
五
七
｡

｢腔
子
｣
は
､
型
･
枠
組
｡
論
文
篇
上
第
14

保
を
参
照
｡

1-1

至
之
以
所
業
呈
先
生
'
先
生
因
言
､
｢東
栄
数
人
作
文
'
富
者

獲
麟
解
'
也
是
共
闘
多
曲
折
｡｣
又
日
､
｢某
膏
最
愛
看
陳
無
己
文
､

他
文
字
也
多
曲
折
｡｣
謂
諸
生
日
'
｢韓
柳
文
好
者
不
可
不
着
｡｣

道

夫
｡至

之
が
自
分
の
書
い
た
も
の
を
先
生
に
さ
し
上
げ
た
｡
そ
こ
で
先

生
が
い
わ
れ
る
に
は
'
｢東
菜
は
作
文
を
教
え
る
の
に
'
ま
ず

｢獲

麟
解
｣
を
讃
め
と
い
っ
て
い
る
｡
や
は
-
そ
こ
に
は
曲
折
が
多
い
か

ら
だ
｡｣

ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢私
は
む
か
し
陳
無
己
の
文
章
が
い

ち
ば
ん
好
き
だ

っ
た
｡
彼
の
文
章
も
曲
折
が
多
い
｡｣

学
生
た
ち
に

い
わ
れ
る
に
は
'
｢韓
柳
文
の
よ
い
も
の
は
讃
ま
ね
ば
な
ら
ん
よ
｡｣

楊
道
夫
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
棟
を
鉄
-
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(荏
)

｢至
之
｣
は
､
楊
至
'
朱
子
門
人
｡

｢東
菜
｣
は
､
呂
租
謙
｡

｢獲
麟
解
｣
は
'
韓
愈
の
文
'
『韓
昌
黍
文
集
』
巻

!
｡
呂
租
謙

『古
文
開
鍵
』
は
､
冒
頭
に
こ
の
文
章
を
載
せ
る
｡

｢陳
無
己
｣
は
､
陳
師
道
｡

1-2

人
安
倉
作
文
章
'
須
取

1
本
西
漢
文
'
輿
韓
文
'
欧
陽
文
'
南

豊
文
｡
寮
｡

文
章
を
う
ま
-
書
-
に
は
'
ま
ず
前
漠
の
文
章
と
'
韓
愈

･
欧
陽

修

･
曾
南
豊
の
文
章
に
学
ぶ
こ
と
だ
｡
呂
素
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

本
候
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

｢
一
本
｣
1

｢
l
部
｣

1-3

国
論
今
日
翠
業
不
住
へ
日
'
｢今
日
要
倣
好
文
者
'
但
讃
史
漢

韓
柳
而
不
能
､
便
講
析
取
老
僧
頭
去
｡｣

そ
こ
で
今
の
科
挙
の
文
章
が
だ
め
な
こ
と
を
論
じ
て
い
わ
れ
る
に

は
'
｢
い
ま
立
波
な
文
章
を
作
ろ
う
と
す
る
者
は
'
『史
記
』
『漢
書
』

韓
柳
文
さ
え
謹
め
ば
い
い
｡
そ
れ
で
だ
め
な
ら
'
ど
う
ぞ
わ
し
の
首

を
持

っ
て
い
っ
て
-
れ
t
だ
｡｣

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

㈲

(興
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

(校
勘
)

朝
鮮
古
東
本

本
棟
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

｢今
日
要
倣
好
文
者
｣
1

｢今
人
要
倣
好
文
者
｣

｢史
漠
｣
1

｢漠
史
｣

(注
)

｢講
析
取
老
僧
頭
去
｣
は
､
越
州
和
尚
の
l11Ll口葉
.
｢謹
書
法
上
｣

91
棟
参
照
｡

1-4

嘗
輿
後
生
説
､
｢若
合
格
漢
書
及
韓
柳
文
熟
讃
'
不
到
不
曾
倣

文
章
｡
書
見
某
人
作
馬
政
策
云
'
『観
戦
､
奇
也
｡
観
戦
勝
､
又
奇

也
｡
観
騎
戦
勝
､
又
大
奇
也
｡』
這
錐
是
租
'
中
間
却
有
好
意
思
｡

如
今
時
文
'

1
両
行
使
倣
高
子
屈
曲
'
若

1
句
題
也
要
立
両
脚
'
三

句
題
也
要
立
両
脚
'
這
是
多
少
衰
気
｡｣
賀
孫
｡

か
つ
て
若
い
者
に
向
か
っ
て
い
わ
れ
た
､
｢も
し
漢
書
と
韓
柳
文

を
熟
議
で
き
た
ら
'
文
章
が
う
ま
-
な
ら
な
い
は
ず
が
な
い
｡
昔
あ

る
人
の

｢馬
政
策
｣
と
い
う
文
章
に
'
｢戦
を
観
る
は
'
寄
な
-
｡

戦
勝
を
観
る
は
'
ま
た
寄
な
-
｡
騎
の
戦
勝
を
観
る
は
'
ま
た
大
い

に
奇
な
り
｡｣

と
あ
る
の
を
目
に
し
た
｡
こ
れ
は
あ
ら
っ
ぼ
い
が
､

中
身
に
は
面
白
い
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
今
ど
き
の
時
文
は
'

1
二
行

の

文
章
に
も
複
雑
極
ま
る
曲
折
を
作
-
'

一
句
で
い
う
こ
と
も
封
偶
で

い
い
､
三
句
で
い
う
こ
と
も
封
偶
で
い
お
う
と
す
る
｡
な
ん
と
肺
抜
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け
た
ざ
ま
だ
ろ
う
｡
葉
賀
孫
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢馬
政
策
｣
は
､
未
詳
｡

1-5

後
人
専
倣
文
字
､
亦
倣
得
衰
'
不
似
古
人
｡
前
輩
云
'
｢言
衆

人
之
所
末
嘗
'
任
大
臣
之
所
不
教
｡｣

多
少
気
塊
｡
今
成
甚
顔
文
字
｡

節

｡後
世
の
人
は
も

っ
ぱ
ら
文
章
を
作
-
'
し
か
も
肺
抜
け
た
も
の
し

か
作
れ
ず
'
古
人
と
は
似
て
も
似

つ
か
な
い
｡

一
昔
前
の
人
は

｢衆

人
の
未
だ
嘗
て
せ
ざ
る
所
を
言

い
'
大
臣
の
敢
て
せ
ざ
る
所
を
任

う
｣
と
い
っ
た
も
の
だ
｡
何
た
る
気
塊
｡
今
の
文
章
の
ざ
ま
は
何
だ
｡

甘
節
記
す
｡

(荏
)

こ
の

｢前
輩
｣
の
言
葉
に
つ
い
て
は
'
未
詳
｡

評
注
者
後
記

本
稿
作
成
の
過
程
で
中
純
子
'
梁
明
珠
､
西
岡
淳
'
幸
福

香
織
'
察
毅
の
諸
君
に
よ
る
詩
法
の
草
稿
を
参
照
し
た
｡
ま
た
'
金
文
京

氏
よ
り
教
示
を
受
け
た
箇
所
が
あ
る
｡
謝
意
を
表
す
る
｡
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